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  １．開
かい

  会
かい

 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、本日
ほんじつ

は、お 忙
いそが

しい中
なか

をご

出
しゅっ

席
せき

いただきまして、まことにありがとうございます。 

 定刻
ていこく

となりましたので、ただいまから、障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

に係
かか

る計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

を開催
かいさい

させていただきます。 

 なお、毎度
まいど

のことですが、本日
ほんじつ

の会議
かいぎ

も公開
こうかい

とさせていただいております。 

 今
こん

回
かい

は、３名
めい

の方
かた

が傍
ぼう

聴
ちょう

にいらしております。 

 まず初
はじ

めに、お配
くば

りしております資料
しりょう

の確認
かくにん

をさせていただきます。 

 担当
たんとう

からご説
せつ

明
めい

いたしますので、お手
て

元
もと

の配
はい

付
ふ

資
し

料
りょう

一
いち

覧
らん

もあわせてごらん

になってください。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

の洞
どう

野
の

で

ございます。よろしくお願
ねが

いいたします。 

 それでは、 私
わたくし

から資料
しりょう

の確認
かくにん

をさせていただきます。 

 まず、事前
じぜん

に送付
そうふ

させていただいた資料
しりょう

から確認
かくにん

させていただきます。 

 本日
ほんじつ

の計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

の次第
しだい

が１枚
まい

ございます。それから、資
し

料
りょう

１として、

９月
がつ

２８日
にち

に 行
おこな

いました市民
しみん

懇談会
こんだんかい

の概要
がいよう

をまとめた資料
しりょう

を事前
じぜん

に送
おく

らせ

ていただいております。資
し

料
りょう

２として、二
ふた

つに分
わ

かれていますが、 障
しょう

がい者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

の改
かい

定
てい

案
あん

という１０月
がつ

８日
か

現
げん

在
ざい

の資
し

料
りょう

です。資
し

料
りょう

３－①は、障
しょう

がい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の成果
せいか

目 標
もくひょう

の案
あん

です。資料
しりょう

３－②は、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

のサービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

の一覧
いちらん

です。それから、岡本
おかもと

委員
いいん

からの意見
いけん

ということで、教 育
きょういく

に

関
かん

するご意見
いけん

の資料
しりょう

を一式
いっしき

送
おく

らせていただいております。それから、参考
さんこう

資料
しりょう

１は、これまでの意見
いけん

交換会
こうかんかい

で寄
よ

せられた意見書
いけんしょ

を印刷
いんさつ

した資料
しりょう

です。参考
さんこう

資料
しりょう

２は、９月
がつ

３０日
にち

にありました自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

において出
だ

された意見
いけん

を印刷
いんさつ

したものです。 

 ここまでが事前
じぜん

にお送
おく

りした資
し

料
りょう

かと思
おも

います。 



 - 2 -

 続
つづ

きまして、当
とう

日
じつ

配
はい

付
ふ

となりました資
し

料
りょう

でございます。 

 まずは、資料
しりょう

３－②の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

のサービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

の一覧
いちらん

です。

こちらは、事前
じぜん

に送付
そうふ

させておりましたが、数字
すうじ

が間違
まちが

っていたところがかな

りありましたので、今
こん

回
かい

、差
さ

しかえ版
ばん

ということで配
はい

付
ふ

させていただいており

ます。変
か

わったところが網
あみ

かけになっていますが、平成
へいせい

２８年
ねん

度
ど

と２９年
ねん

度
ど

の

数
すう

字
じ

がかなり変
か

わっておりますので、こちらを差
さ

しかえとして配付
はいふ

させていた

だいております。それから、松
まつ

田
だ

委
い

員
いん

からの意
い

見
けん

ということで１枚
まい

物
もの

を配
はい

付
ふ

さ

せていただいております。最後
さいご

が本日
ほんじつ

の座席表
ざせきひょう

です。 

 本日
ほんじつ

は資料
しりょう

がかなり多
おお

くなっていますが、不足
ふそく

の資料
しりょう

等
とう

はないでしょうか。 

 それでは、資料
しりょう

の確認
かくにん

は以上
いじょう

でございます。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは次
つぎ

に、本日
ほんじつ

ご 出 席
しゅっせき

してい

ただいております委員
いいん

の皆様
みなさま

のご確認
かくにん

をさせていただきます。 

 浅香
あさか

委員
いいん

、上田
うえだ

委員
いいん

、岡本
おかもと

委員
いいん

、北川
きたがわ

委員
いいん

、重 泉
しげいずみ

委員
いいん

、新堀
しんぼり

委員
いいん

、奈須野
な す の

委員
いいん

、松田
まつだ

委員
いいん

、吉田
よしだ

委員
いいん

です。 

 杉
すぎ

田
た

委員
いいん

からは、遅参
ちさん

する旨
むね

のご連絡
れんらく

をいただいています。 

 細川
ほそかわ

委員
いいん

からは、 急 遽
きゅうきょ

、ご欠席
けっせき

の連絡
れんらく

をいただいております。 

 以上
いじょう

、杉田
すぎた

委員
いいん

が来
こ

られまして１０名
めい

のご 出
しゅっ

席
せき

をいただいております。 

 続
つづ

きまして、事
じ

務
む

局
きょく

を 紹
しょう

介
かい

いたします。 

 改
あらた

めまして、 私
わたくし

は 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

の長
は

谷
せ

川
がわ

でございます。 

 事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

の洞
どう

野
の

でございます。 

 事業
じぎょう

管理
かんり

係 長
かかりちょう

の鈴木
すずき

は、今
いま

、別
べつ

会議
かいぎ

に出
で

ておりまして、遅参
ちさん

してまいり

ます。 

 就 労
しゅうろう

・相談
そうだん

支援
しえん

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

の山本
やまもと

でございます。 

 給付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

の 一 條
いちじょう

でございます。 

 運営
うんえい

指導
しどう

係 長
かかりちょう

の筒井
つつい

でございます。 
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 事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

の高木
たかぎ

でございます。 

 

  ２．議
ぎ

  事
じ

 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） では、早速
さっそく

、本日
ほんじつ

の議題
ぎだい

に入
はい

って

まいります。 

 １番目
ばんめ

の議題
ぎだい

は、市民
しみん

との懇談会
こんだんかい

で聞
き

き取
と

りした意
い

見
けん

についてです。 

 まず、担
たん

当
とう

からご説
せつ

明
めい

いたします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） それでは、議
ぎ

題
だい

（１）の市
し

民
みん

懇
こん

談
だん

会
かい

で出
だ

された意
い

見
けん

につきまして、 私
わたくし

からご説明
せつめい

させていただきます。 

 資料
しりょう

１が市民
しみん

懇談会
こんだんかい

の概要
がいよう

です。 

 ９月
がつ

２８日
にち

日
にち

曜
よう

日
び

の午
ご

後
ご

１時
じ

から 教 育
きょういく

文化
ぶんか

会館
かいかん

で開催
かいさい

しております。参加
さんか

人数
にんずう

は４０名
めい

弱
じゃく

のご参
さん

加
か

をいただいております。 

 出
だ

されたご意
い

見
けん

の内
ない

容
よう

につきましては、事前
じぜん

に資料
しりょう

も送付
そうふ

しておりますので、

内容
ないよう

をお読
よ

みいただいているかと思
おも

いますので、本日
ほんじつ

は、時間
じかん

の関 係 上
かんけいじょう

、個別
こべつ

の意見
いけん

のご説明
せつめい

については 省 略
しょうりゃく

させていただきたいと思
おも

います。 

 それから、本日
ほんじつ

は、この懇談会
こんだんかい

の概要
がいよう

のほかに、参考
さんこう

資料
しりょう

１として、８月
がつ

に 行
おこな

った団体
だんたい

との意見
いけん

交換会
こうかんかい

で配付
はいふ

された資料
しりょう

をお配
くば

りしております。これ

らのご意
い

見
けん

につきましては、これまでの会議
かいぎ

の中
なか

で意見
いけん

交換会
こうかんかい

の概要
がいよう

を報告
ほうこく

さ

せていただいたこともありまして、意見書
いけんしょ

そのものについてはこの会
かい

では配付
はいふ

し

ていなかったのですが、参
さん

考
こう

資
し

料
りょう

１の２５ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

にありますとおり、９月
がつ

２

９日
にち

にピープルファースト
ぴ ー ぷ る ふ ぁ ー す と

北海道
ほっかいどう

から講義
こうぎ

と要 求 書
ようきゅうしょ

という書類
しょるい

の提 出
ていしゅつ

がご

ざいました。そういう中
なか

で、意見
いけん

交換会
こうかんかい

の当日
とうじつ

に配付
はいふ

された資料
しりょう

が配付
はいふ

され

ていないというご意見
いけん

もいただいたので、おくればせながらになってしまいま

したが、配付
はいふ

することといたしました。 

 そのほか、ピープルファースト
ぴ ー ぷ る ふ ぁ ー す と

北海道
ほっかいどう

から、意見
いけん

交換会
こうかんかい

の時間
じかん

が平日
へいじつ

、日 中
にっちゅう
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であったことや、冒
ぼう

頭
とう

の説
せつ

明
めい

時
じ

間
かん

の５分
ふん

は 短
みじか

いのではないかというご意見
いけん

も

いただいております。前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でもお話
はな

しいたしましたが、今回
こんかい

、意見
いけん

交換会
こうかんかい

を開催
かいさい

するに当
あ

たりまして、いろいろな反
はん

省
せい

点
てん

もございますので、そういった

ものは拾
ひろ

い出
だ

して、次回
かい

の策
さく

定時
ていじ

にどのように進
すす

めいていくか、一
いち

から 考
かんが

え

ていきたいと思
おも

います。 

 また、９月
がつ

３０日
にち

に自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

が開
かい

催
さい

されまして、その場
ば

におきまし

てもご意
い

見
けん

をいただいております。参
さん

考
こう

資
し

料
りょう

２としてお配
くば

りさせていただい

ているものですが、こちらにつきましても、事前
じぜん

に資料
しりょう

を送付
そうふ

させていただい

ておりますので、内容
ないよう

一
ひと

つ一
ひと

つについては 省
しょう

略
りゃく

させていただきます。 

 非常
ひじょう

に簡単
かんたん

な説明
せつめい

になってしまいましたが、議題
ぎだい

（１）に係
かか

る説
せつ

明
めい

は以
い

上
じょう

です。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それでは、ただいまの説
せつ

明
めい

につきま

して、ご質
しつ

問
もん

、ご意
い

見
けん

等
とう

はございますでしょうか。 

○ 上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 ９ 月
がつ

２８ 日
にち

の 当
とう

日
じつ

、 私
わたくし

が行
い

ったときに長谷川
は せ が わ

課長
かちょう

と

エレベーター
え れ べ ー た ー

で一緒
いっしょ

になったのです。ただ、市民
しみん

懇話会
こんわかい

と書
か

いてあって、懇談会名
こんだんかいめい

がフル
ふ る

で書
か

いていなかったので、本当
ほんとう

にここなのだろうか、ひょっとしたら間違
まちが

った場所
ばしょ

に来
き

たのかと、とても誤解
ごかい

を招
まね

きやすい 表
ひょう

示
じ

でした。会
かい

議
ぎ

名
めい

はフ
ふ

ル
る

に

書
か

いたほうがいいと思
おも

いました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） そうですね。 

 おっしゃるとおりで、教 育
きょういく

文化
ぶんか

会
かい

館
かん

の１階
かい

の電
でん

光
こう

掲
けい

示板
じばん

の各会議室
かくかいぎしつ

の利用
りよう

案内
あんない

みたいな表示
ひょうじ

は単
たん

に市民
しみん

懇話会
こんわかい

と書
か

いてありまして、 私
わたくし

も、あれ、ど

こだったっけというふうに迷
まよ

うような表示
ひょうじ

でした。次回
じかい

からは、そういうこと

のないように気
き

をつけてほしというご意見
いけん

だと思
おも

います。ありがとうございま

す。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 ピープルファースト
ぴ ー ぷ る ふ ぁ ー す と

北海道
ほっかいどう

の抗議
こうぎ

文
ぶん

や要 求 書
ようきゅうしょ

に回答
かいとう

はされた
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のですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 既
すで

に回
かい

答
とう

しております。 

○松
まつ

田
だ

委
い

員
いん

 私
わたくし

は、９月
がつ

２８日
にち

に、一
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

のときに 虐
ぎゃく

待
たい

を受
う

けたこと

と、一緒
いっしょ

に作業所
さぎょうしょ

で差別
さべつ

を受
う

けたことを 発 表
はっぴょう

したのですけれども、その意見
いけん

がここに載
の

っていません。それはどうなっているのですか。 

 たしか、今
いま

は部署
ぶしょ

が変
か

わったのですけれども、もと行
い

っていた事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で 私
わたくし

の上
うわ

靴
ぐつ

を段
だん

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

の中
なか

に２回
かい

も捨
す

てられたのです。１回目
かいめ

は自分
じぶん

で出
だ

したので

すが、また入
い

れられたので、 頭
あたま

にきて、 職
しょく

員
いん

に言
い

いました。そうしたら、本
ほん

当
とう

だ、捨
す

てた人
ひと

は誰
だれ

なの、おいで、 職
しょく

員
いん

がそういう差
さ

別
べつ

をしたらだめだと怒
おこ

ってくれました。 私
わたくし

がいたタオル
た お る

班
はん

の 職 員
しょくいん

ではないのですけれども、あす

かの 職 員
しょくいん

が対応
たいおう

してくれました。 

 それから、こういう会議
かいぎ

に出
で

るときに、作業所
さぎょうしょ

の服
ふく

ではいけないので、ズボン
ず ぼ ん

を取
と

りかえて行
い

ったのです。そして、そのズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

をとりに戻
もど

ったら、コ
こ

ー
ー

ル
る

テ
て

ン
ん

のズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

のお尻
しり

のところがべろっと破
やぶ

れていました。 職 員
しょくいん

に言
い

ったら、そん

なことをする人
ひと

はいない、どこかにひっかけたのではないのかと言
い

われました。

そのズボン
ず ぼ ん

は 新
あたら

しかったのですけれども、はけなくなってしまいました。そう

いうことをされたのですが、犯
はん

人
にん

捜
さが

しはしたくないと言
い

って、 私
わたくし

は嫌
いや

な思
おも

い

をしました。 

 それから、作業所
さぎょうしょ

で物
もの

を隠
かく

されています。 

 そういうことを 虐
ぎゃく

待
たい

、差
さ

別
べつ

のところで話
はな

したと思
おも

うのですけれども、そう

いう内容
ないよう

が載
の

っていません。一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

のところのばかばかりだというのは出
で

ていましたが、今
いま

言
い

ったことが出
で

ていなかったので、どうしたのかなと思
おも

って

質
しつ

問
もん

してみました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） ２ページ
ぺ ー じ

の差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

・権利
けんり

擁護
ようご

の下
した

から二
ふた

つ目
め

に、「 障
しょう

がい者
しゃ

が一
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

をした際
さい

に、差
さ

別
べつ

的
てき

な取
と

り 扱
あつか

い
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を受
う

けることがある」と書
か

いてあります。松
まつ

田
だ

委
い

員
いん

にお 話
はなし

をいただいた細
こま

か

なところまで入
い

れなかったのですけれども、それも含
ふく

めた 形
かたち

でこの文
ぶん

章
しょう

にさ

せていただきました。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 わかりました。それがちょっとわかりませんでした。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） ほかにいかがでしょうか。 

○上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 その他
た

の下
した

から３番
ばん

目
め

です。 

 道
どう

のタウンミーティング
た う ん み ー て ぃ ん ぐ

で、 全
まった

く同
おな

じ内
ない

容
よう

がありました。というのは、横
よこ

浜
はま

からいらして、そこではいろいろなサポーター
さ ぽ ー た ー

がついていたのですが、札幌
さっぽろ

に転勤
てんきん

してきたら、何
なん

だかんだと親
おや

が付
つ

き添
そ

いを頼
たの

まれるということで、何
なん

と

かならないかとおっしゃっていました。札幌市
さっぽろし

でも同
おな

じようなことがあって、

これは札幌市
さっぽろし

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

と道
どう

の 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

が北海道
ほっかいどう

一区
いっく

になってきちんと

やらないとだめだと思
おも

います。 

 教 育
きょういく

そのものは、我々
われわれ

が子
こ

育
そだ

てに夢中
むちゅう

になっているころと 極 端
きょくたん

に変
か

わっ

ていません。やはり、親
おや

が付
つ

き添
そ

いしなければいけないところは、まだまだあ

るのです。この部分
ぶぶん

については、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

もありますから、なるべく親
おや

の付
つ

き添
そ

いのもとの教 育
きょういく

は避
さ

けるようにしていただきたいと思
おも

います。その部分
ぶぶん

は、

何 十 年
なんじゅうねん

たってもそんなに変
か

わっていないところがあります。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発
はつ

言
げん

する者
もの

あり） 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） では、次
つぎ

に進
すす

ませていただきまして、

また何
なに

かお気
き

づきの点
てん

があれば後
のち

ほど 伺
うかが

いたいと思
おも

います。 

 それでは、２番目
ばんめ

の 障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

の見
み

直
なお

しについてでございます。 

 また、担
たん

当
とう

からご説
せつ

明
めい

いたします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） それでは、議
ぎ

題
だい

（２）についてご

説明
せつめい

をさせていただきます。 
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 資料
しりょう

２のさっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

の改定
かいてい

案
あん

をごらんください。 

 これまで、いろいろご意見
いけん

をいただきまして、 修 正
しゅうせい

した主
おも

な点
てん

をご説
せつ

明
めい

さ

せていただきたいと思
おも

います。 

 まず、開
ひら

いていただきまして、１４ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

からになります。 

 こちらは、分野
ぶんや

１の理解
りかい

促進
そくしん

です。前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

の中
なか

で、理解
りかい

促進
そくしん

の関係
かんけい

で、

音楽
おんがく

とか文化
ぶんか

を通
つう

じて交 流
こうりゅう

することも計
けい

画
かく

に盛
も

り込
こ

んだほうがよいのではな

いかというご意見
いけん

をいただいております。それを踏
ふ

まえて、 中 段
ちゅうだん

の網
あみ

かけで

すが、障 害 者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

記念
きねん

事業
じぎょう

や文化
ぶんか

・ 芸 術
げいじゅつ

イベント
い べ ん と

に関
かん

する記載
きさい

をこちら

に追加
ついか

することとしました。 

 それから、１９ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の分
ぶん

野
や

２の生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

の 重
じゅう

点
てん

取
と

り組
く

みの２番
ばん

目
め

のとこ

ろで、関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

というタイトル
た い と る

だったのですけれども、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

でのご意見
いけん

を踏
ふ

まえて、こちらの記載
きさい

を一部
いちぶ

修 正
しゅうせい

しております。

総合
そうごう

支援法
しえんほう

や自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の要綱
ようこう

に記載
きさい

されている 協
きょう

議会
ぎかい

の役割
やくわり

なども踏
ふ

まえて、 若 干
じゃっかん

修 正
しゅうせい

しております。 

 それから、飛
と

びまして、３４ページ
ぺ ー じ

の分野
ぶんや

４の生活
せいかつ

環 境
かんきょう

です。 

 一番下
いちばんした

のところですが、もともと地下鉄
ち か て つ

における安全
あんぜん

対策
たいさく

ということで、

地下鉄
ち か て つ

ホーム
ほ ー む

の可動式
かどうしき

ホーム
ほ ー む

柵
さく

の設置
せっち

について記載
きさい

していたのですけれども、

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

でいただいたご意見
いけん

の中
なか

で、市電
しでん

などのバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

につい

ても記載
きさい

を入
い

れたほうがよいのではないかというご意見
いけん

をいただきまして、可動式
かどうしき

ホーム
ほ ー む

柵
さく

以外
いがい

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

対策
たいさく

についての記載
きさい

を盛
も

り込
こ

むことにしました。

地
ち

下
か

鉄
てつ

・市
し

電
でん

における安全
あんぜん

対策
たいさく

等
とう

ということで、エレベーター
え れ べ ー た ー

等
とう

の新設
しんせつ

や路面
ろめん

電車
でんしゃ

駅
えき

でのバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を追加
ついか

しております。 

 それから、３６ページ
ぺ ー じ

でございます。 

 基本
きほん

施策
しさく

２の住
す

まいの確
かく

保
ほ

で、こちらもご意
い

見
けん

で、不
ふ

動
どう

産
さん

会
がい

社
しゃ

や大
おお

家
や

に対
たい

し

て差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の周知
しゅうち

などの記載
きさい

を入
い

れたほうがいいのではないかというご意見
いけん
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をいただいておりました。記載
きさい

については、差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の周知
しゅうち

というよりも、

理
り

解
かい

促
そく

進
しん

のことを入
い

れたほうがいいと思
おも

いまして、こちらのような 形
かたち

で記載
きさい

を

一部
いちぶ

修 正
しゅうせい

しました。 

 次
つぎ

に、分野
ぶんや

５の 教 育
きょういく

・発達
はったつ

支援
しえん

でございます。 

 こちらは、皆
みな

さんから一
いち

番
ばん

多
おお

く意
い

見
けん

をいただいている分
ぶん

野
や

でございます。い

ただいたご意
い

見
けん

につきまして、どのようにプラン
ぷ ら ん

に反映
はんえい

できるか、教 育
きょういく

委員会
いいんかい

などの関係
かんけい

部局
ぶきょく

と 調 整
ちょうせい

をしてきたところです。 

 修 正
しゅうせい

したところは、まず、４０ページ
ぺ ー じ

の基本
きほん

施策
しさく

２の早期
そうき

療 育
りょういく

の 充 実
じゅうじつ

で

ございます。これも、子育
こそだ

て施
し

策
さく

と福
ふく

祉
し

施
し

策
さく

の連
れん

携
けい

について記
き

載
さい

してはどうか

というご意見
いけん

をいただいておりましたので、白
しろ

丸
まる

の２番
ばん

目
め

の網
あみ

かけに記載
きさい

を追加
ついか

いたしました。 

 それからあと、基本
きほん

施策
しさく

２については施策名
しさくめい

を療 育
りょういく

環 境
かんきょう

の整備
せいび

と早期
そうき

療 育
りょういく

の 充 実
じゅうじつ

にしてはどうかというご意見
いけん

もいただいておりました。検討
けんとう

しました

が、広
ひろ

い意味
い み

では早期
そうき

療 育
りょういく

の中
なか

に含
ふく

まれているのかなということもありまし

たし、なるべく簡単
かんたん

な 表 現
ひょうげん

のほうがいいと思
おも

いまして、一旦
いったん

、このままの 形
かたち

にしています。 

 次
つぎ

に、４２ページ
ぺ ー じ

からの基本
きほん

施策
しさく

３の学校
がっこう

教 育
きょういく

の 充 実
じゅうじつ

についてでござい

ます。こちらは、幼児
ようじ

教 育
きょういく

と児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

の連携
れんけい

や、学校
がっこう

と放
ほう

課
か

後
ご

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

の連
れん

携
けい

についてご意
い

見
けん

をいただいておりますので、４３ページ
ぺ ー じ

の一番上
いちばんうえ

の

白
しろ

丸
まる

の記載
きさい

を追加
ついか

することといたしました。 

 また、発 達 障
はったつしょう

がいに関
かん

する記
き

載
さい

は、 教
きょう

育
いく

の施
し

行
こう

などの検
けん

討
とう

についても前
ぜん

回
かい

、前
ぜん

々
ぜん

回
かい

とご意見
いけん

をいただいておりました。 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

と 調 整
ちょうせい

したとこ

ろでは、４３ページ
ぺ ー じ

の二
ふた

つ目
め

の白
しろ

丸
まる

ですが、インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教 育
きょういく

の記載
きさい

で、

「一人一人
ひとりひとり

の教 育 的
きょういくてき

ニーズ
に ー ず

に応
おう

じた指導
しどう

を 提 供
ていきょう

できるよう、多様
たよう

で 柔 軟
じゅうなん

な

仕組
し く

みづくり」を進
すす

めるという中
なか

にご指
し

摘
てき

いただいた件
けん

についても含
ふく

まれてい
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るので、これ以上
いじょう

具体的
ぐたいてき

な発 達 障
はったつしょう

がいの記載
きさい

は現時点
げんじてん

では 難
むずか

しいというこ

とで、この記載
きさい

までとさせていただきました。 

 それから、基本
きほん

施策
しさく

３と４に関係
かんけい

してくるのですけれども、ご意見
いけん

の中
なか

で、

高等
こうとう

学校
がっこう

の 教 育
きょういく

環 境
かんきょう

の整備
せいび

についても記載
きさい

すべきというご意見
いけん

も複数
ふくすう

寄
よ

せ

られておりました。これに関
かん

しても、高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

については、道
どう

立
りつ

高
こう

校
こう

が大
だい

部
ぶ

分
ぶん

ということもあり、重
じゅう

点
てん

取
と

り組
く

みとしての記載は難しいです。ただ、４２ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の一番下
いちばんした

の白
しろ

丸
まる

の地域
ちいき

の学校
がっこう

で学
まな

べるような 教 育
きょういく

環 境
かんきょう

の整備
せいび

を推進
すいしん

す

るという記載
きさい

で何
なん

とか入
い

れ込
こ

んでいただきたいというところです。 

 それから、４３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の 重
じゅう

点
てん

取
と

り組
く

みの一
ひと

つ
つ

目
め

の一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

が学
まな

び育
そだ

つため

の教 育 的
きょういくてき

支援
しえん

の 充 実
じゅうじつ

というところで、現在
げんざい

、小
しょう

・中 学 校
ちゅうがっこう

の 通 常
つうじょう

学 級
がっきゅう

の

みを対 象
たいしょう

としております学
まな

びのサポーターについては、高等
こうとう

学校
がっこう

などへの拡大
かくだい

を検討
けんとう

しているということを踏
ふ

まえて、「 通 常
つうじょう

の 学 級
がっきゅう

における」という記載
きさい

を削除
さくじょ

いたしました。 

 このほか、 教 育
きょういく

関係
かんけい

につきましては、岡本
おかもと

委員
いいん

からも意見書
いけんしょ

をいただいて

いますけれども、特
とく

に、「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」という言葉
ことば

の使用
しよう

をどうするかを検討
けんとう

しました。やはり、ここに記載
きさい

されている個別
こべつ

の取
と

り組
く

み、支
し

援
えん

が広
ひろ

い意味
い み

で

は合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の一
ひと

つと言
い

えるということと、言
こと

葉
ば

自
じ

体
たい

が 難
むずか

しいので、中
なか

に入
い

れると 文 章
ぶんしょう

が複雑
ふくざつ

になるかなというところがありました。ですから、言葉
ことば

自体
じたい

は分野
ぶんや

１０の差別
さべつ

解 消
かいしょう

とか分野
ぶんや

１１の 行 政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

の配慮
はいりょ

でも出
で

てきます

ので、「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」という言葉
ことば

はそちらで記載
きさい

することとして、それ以外
いがい

の

分野
ぶんや

は入
い

れなくてもいいのではないかということで、今
こん

回
かい

の案
あん

の中
なか

では入
い

れて

おりません。 

 それから、５１ページ
ぺ ー じ

の分野
ぶんや

７の 情 報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

のところでご

ざいます。 

 こちらも、下
した

のほうの記載
きさい

で、点字
てんじ

や音声
おんせい

以外
いがい

にも拡大
かくだい

文字
も じ

やルビ振
る び ふ

り、



 - 10 -

コミュニケーションボード
こ み ゅ に け ー し ょ ん ぼ ー ど

などについても入
い

れてほしいといった意見
いけん

もありま

したので、そういった記載
きさい

を入
い

れることといたしました。 

 それから、５５ページ
ぺ ー じ

の分野
ぶんや

８のスポーツ
す ぽ ー つ

・文化
ぶんか

です。 

 こちらも、今
いま

、基本
きほん

施策
しさく

は１個
こ

しかないのですけれども、スポーツ
す ぽ ー つ

と文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

と 生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

活動
かつどう

に対
たい

する支
し

援
えん

ということで、これはそれぞれ三
みっ

つに分
わ

けてはどうかというご意見
いけん

をいただきました。これも、どうしようか 考
かんが

えたの

ですが、以
い

前
ぜん

の会
かい

議
ぎ

の中
なか

では、一
いち

部
ぶ

見
み

直
なお

しということで、余
あま

り大
おお

きく変
か

えな

いほうがいいのではないかという 話
はなし

をいただいていたのと、重
じゅう

点
てん

取
と

り組
く

みの

中
なか

身
み

自
じ

体
たい

が余
あま

り変
か

わっていないものですから、ここだけ変
か

えるのもどうかとい

うことで、今
こん

回
かい

はこのままにしております。次回
じかい

、改定
かいてい

するときにどうするか、

また 考
かんが

えていかなければいけないと思
おも

いますが、今
こん

回
かい

は現
げん

状
じょう

どおりにした

いと 考
かんが

えております。 

 それから、分
ぶん

野
や

１０の差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

は、６７ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

になります。 

 上
うえ

から二
ふた

つ目
め

の 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

等
など

の意見
いけん

反映
はんえい

ということで、こちらにまちづ

くりサポーター
さ ぽ ー た ー

制度
せいど

についての記載
きさい

を入
い

れたらどうかというご意見
いけん

をいただい

ておりましたので、まちづくりサポーター
さ ぽ ー た ー

についての記載
きさい

を追加
ついか

しました。こ

の部分
ぶぶん

は、サポーター
さ ぽ ー た ー

制度
せいど

だけではないと思
おも

いますので、サポーター
さ ぽ ー た ー

制度
せいど

など

という 形
かたち

で記載
きさい

を追加
ついか

しました。 

 このほか、多数
たすう

のご意
い

見
けん

をいただいたのですけれども、検
けん

討
とう

の結
けっ

果
か

、取
と

り入
い

れなかったものもございます。ただ、いただいたご意
い

見
けん

の 考
かんが

え方
かた

は 十
じゅう

分
ぶん

に酌
く

み取
と

って、今
こん

後
ご

の施
し

策
さく

を進
すす

めていただきたいと 考
かんが

えております。あとは、以前
いぜん

の会議
かいぎ

でもお話
はな

ししたと思
おも

いますけれども、いただいた意見
いけん

につきましては、

考
かんが

え方
かた

を整理
せいり

してホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で掲載
けいさい

することも今後
こんご

はしていきたいと 考
かんが

え

ております。 

 議題
ぎだい

（２）につきましては以上
いじょう

でございます。 
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○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それでは、ただいまの説明
せつめい

につきま

して、何
なに

かご質
しつ

問
もん

、ご意
い

見
けん

がございましたらお願
ねが

いいたします。 

○上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 ３８ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の 教
きょう

育
いく

・発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

で、「親
おや

に対
たい

する精神的
せいしんてき

なフォロー
ふ ぉ ろ ー

（ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

）を 行
おこな

うなど」と書
か

いてあります。 私
わたくし

どもも、メンター
め ん た ー

については事業
じぎょう

でやっておりますけれども、ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

は、 私
わたくし

たち

が勝手
かって

にすることはできなく、親御
おやご

さんから要請
ようせい

があった場合
ばあい

のみできます。

だ か ら 、 親
おや

が 誰
だれ

で も メンター
め ん た ー

に な れ る わ け で も な く 、 ベーシック
べ ー し っ く

、

フォローアップ
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ

、さまざまな 研 修
けんしゅう

期間
きかん

をかけて初
はじ

めてペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

に

なれるのであって、関連
かんれん

のある親御
おやご

さん全員
ぜんいん

がなれる制度
せいど

ではないのです。で

すから、「親
おや

に対
たい

する精神的
せいしんてき

なフォロー
ふ ぉ ろ ー

」という部分
ぶぶん

のニュアンス
に ゅ あ ん す

を変
か

えてい

ただくことと、ペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

メ
め

ン
ん

タ
た

ー
ー

の 注
ちゅう

釈
しゃく

を入
い

れてほしいと思
おも

います。 

 それから、４３ページ
ぺ ー じ

のサポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

さっぽろと学
まな

びのサポーター
さ ぽ ー た ー

の用語
ようご

説明
せつめい

が必要
ひつよう

ではないかと思
おも

います。 注 釈
ちゅうしゃく

で、ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

とは、

サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

とは、学
まな

びのサポーター
さ ぽ ー た ー

とはと 注 釈
ちゅうしゃく

を入
い

れたほうが、松田
まつだ

委員
いいん

も、当事者
とうじしゃ

の方
かた

もみんなわかりやすいと思
おも

います。 

 サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

さっぽろとか、学
まな

びのサポーター
さ ぽ ー た ー

とか、横
よこ

文字
も じ

と日本語
に ほ ん ご

が

ごっちゃになっていて非常
ひじょう

にわかりにくいので、当事者
とうじしゃ

の方
かた

への配慮
はいりょ

が要
い

ると

思
おも

います。 難
むずか

しい言
こと

葉
ば

は、 必
かなら

ず後
うし

ろのほうに 注
ちゅう

釈
しゃく

で用
よう

語
ご

説
せつ

明
めい

を入
い

れてい

ただきたいと思
おも

います。 

 メンター
め ん た ー

のことですが、これは誤解
ごかい

されやすい 文 章
ぶんしょう

です。例
たと

えば、松
まつ

田
だ

委
い

員
いん

のお母
かあ

さんが松田
まつだ

委員
いいん

のことで困
こま

っていたとしても、要請
ようせい

もないのに勝手
かって

にご

相談
そうだん

に乗
の

るわけにはいきません。あくまでも、親
おや

御
ご

さんから要
よう

請
せい

があって初
はじ

め

てメ
め

ン
ん

タ
た

ー
ー

要
よう

請
せい

が来
き

て、そこで相談
そうだん

ができます。誰
だれ

でもできることではなくて、

研 修
けんしゅう

制度
せいど

があることをペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

のところに追記
ついき

していただきたい

と思
おも

います。 
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 これは、いつも誤解
ごかい

されやすいのです。 私
わたくし

はあしたからできる、できませ

ん、そういう制度
せいど

です。札幌市
さっぽろし

からも助成金
じょせいきん

をいただいてメンター
め ん た ー

をやってお

りますけれども、その辺
へん

をわかりやすく文面
ぶんめん

を整理
せいり

していただけたらなと思
おも

い

ます。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 注 釈
ちゅうしゃく

を入
い

れて、ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

とはということで、これは 研 修
けんしゅう

を受
う

けた方
かた

だということを記載
きさい

すれば、そう

いう懸念
けねん

もなくなりますね。 

○上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 そうです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） ありがとうございます。 

 ほかはいかがでしょうか。 

○新
しん

堀
ぼり

委
い

員
いん

 まず、１８ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

です。 

 下
した

から二
ふた

つ目
め

の白
しろ

丸
まる

に、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

の方
かた

に対
たい

して難 病
なんびょう

等
とう

の特性
とくせい

の中
なか

の括弧
かっこ

ですが、これは「 病 状
びょうじょう

の 日 常
にちじょう

変化
へんか

」となっています。これは、一回
いっかい

変更
へんこう

し

ていただいた記憶
きおく

があります。これは、先生
せんせい

にも確
たし

かめたのですけれども、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

とか精神
せいしん

疾患
しっかん

の患者
かんじゃ

もそうですが、１日
にち

の中
なか

で 病 状
びょうじょう

が変化
へんか

するところ

で日内
にちない

変動
へんどう

と言
い

っています。 難
むずか

しい言
こと

葉
ば

ではあるけれども、こういう言
い

い方
かた

をしています。ただ、これを簡単
かんたん

にするのであれば、１日
にち

の中
なか

で 病 状
びょうじょう

が変化
へんか

するという 表 現
ひょうげん

にしてもいいと聞
き

いてきましたので、そこをお知
し

らせしたい

と思
おも

います。日
にち

常
じょう

変
へん

化
か

でわかるかなと言
い

いながらも、病
びょう

状
じょう

が１日
にち

の中
なか

でい

ろいろ波
なみ

があるということを簡
かん

単
たん

につけ加
くわ

えると、一般
いっぱん

の方
かた

にもわかりやす

いのではないかという意見
いけん

をいただきました。 

 それから、飛
と

びますが、２８ページ
ぺ ー じ

の基本
きほん

施策
しさく

２です。 

 白
しろ

丸
まる

の上
うえ

から二
ふた

つ目
め

に、「難
なん

病
びょう

法
ほう

に基
もと

づき」と書
か

かれています。これは、

まだできておりませんが、難 病 法
なんびょうほう

では北海道
ほっかいどう

が 難 病
なんびょう

対策
たいさく

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

することになるのではないかという 話
はなし

が伝
つた

わってきております。札幌市
さっぽろし

にお
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いても、道
どう

に 準
じゅん

ずる 協
きょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

していただきたいという 話
はなし

が難 病 連
なんびょうれん

の中
なか

でありました。 

 それから、戻
もど

りまして、９ページ
ぺ ー じ

です。 

 定義
ていぎ

で、 障
しょう

がい者
しゃ

の中
なか

に 難 病
なんびょう

が入
はい

ったのですが、これは昨年
さくねん

の平成
へいせい

２５

年
ねん

度
ど

から入
はい

ったわけです。でも、それが市
し

民
みん

に 全
まった

く周知
しゅうち

されていません。患者
かんじゃ

もそうですが、市民
しみん

にまだまだ周知
しゅうち

されていないことを 考
かんが

えると、やはり難
なん

病
びょう

の位
い

置
ち

づけが大
だい

事
じ

かと思
おも

います。例
たと

えば、知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

とか、発 達 障
はったつしょう

がい

という言葉
ことば

は出
で

てきますが、難
なん

病
びょう

という言
こと

葉
ば

が幾
いく

つも出
で

ていないわけです。障
しょう

がい者
しゃ

のくくりの中
なか

に入
はい

っていると定義
ていぎ

されていますけれども、一般
いっぱん

市民
しみん

の方
かた

に、この中
なか

に 難 病
なんびょう

も入
はい

っているという 周
しゅう

知
ち

のためにも、難
なん

病
びょう

という言
こと

葉
ば

を

位
い

置
ち

づけて啓
けい

発
はつ

や広
こう

報
ほう

を 行
おこな

ってほしいと思
おも

いました。 

 それから、資料
しりょう

３－①に飛
と

びまして、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

の数値
すうち

目 標
もくひょう

として、平成
へいせい

２９年
ねん

度
ど

に１カ
か

所
しょ

掲
かか

げられています。２７年
ねん

、２８年
ねん

に拠
きょ

点
てん

等
とう

の

あり方
かた

について検討
けんとう

を 行
おこな

うとされているのですが、その中
なか

に難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

も入
い

れ

てほしいと思
おも

います。２７年
ねん

度
ど

、２８年
ねん

度
ど

は空
くう

白
はく

になっているのです。２９年
ねん

度
ど

が１カ
か

所
しょ

となっていまして、この前
まえ

段階
だんかい

として検討
けんとう

することになっています

けれども、この中
なか

にぜひ 難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

も入
い

れていただきたいと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） そういう検討
けんとう

の場
ば

にということです

ね。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 そうです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 特
とく

段
だん

、ここの記
き

載
さい

に何
なに

かを入
い

れるこ

ということではないですね。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 何
なに

かあったらいいねと言
い

いながらも、どうしたものかなと思
おも

って

いました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） この記載
きさい

を具体的
ぐたいてき

にどうするのだろ
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うと思
おも

ったのです。 

○新
しん

堀
ぼり

委
い

員
いん

 そういう 考
かんが

えを入
い

れてほしいということです。拠
きょ

点
てん

づくりは１

カ
か

所
しょ

ということで、平
へい

成
せい

２７年
ねん

度
ど

、２８年
ねん

度
ど

はどうするのだろうということで

す。 

 説明
せつめい

不足
ぶそく

ですが、終
お

わります。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 記載
きさい

というより、今後
こんご

、検討
けんとう

する

に当
あ

たって、 難 病
なんびょう

の人
ひと

も検討
けんとう

の場
ば

に参加
さんか

させてほしいという趣旨
しゅし

ですね。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 そうですね。 

 やはり、今
いま

も言
い

いましたけれども、全
ぜん

体
たい

を読
よ

んだ感
かん

じで、難 病
なんびょう

という言葉
ことば

が出
で

ていないのが非常
ひじょう

に気
き

になるという声
こえ

が 私
わたくし

たちの会議
かいぎ

の中
なか

で何人
なんにん

から

も出
だ

されました。やはり、２５年度
ねんど

から 難 病
なんびょう

が 障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

に入
はい

ったことを

もう少
すこ

し強
つよ

く打
う

ち出
だ

していただければ、今後
こんご

、市民
しみん

の方々
かたがた

にもわかっていただ

けるのではないかという意見
いけん

が多
おお

く出
だ

されたことをお伝
つた

えしたいと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 難
なん

病
びょう

という言
こと

葉
ば

が少
すく

ないという

話
はなし

ですが、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でも、個別
こべつ

の記載
きさい

は 障
しょう

がいのある方
かた

がという 形
かたち

にな

っていますので、そこに特
とく

出
だ

しして記載
きさい

しづらいところもあります。そこで、

一番最初
いちばんさいしょ

のところで難 病
なんびょう

も 障
しょう

がい者
しゃ

の範囲
はんい

の中
なか

に含
ふく

まれるという 形
かたち

の構
こう

成
せい

にしたのです。 

○新
しん

堀
ぼり

委
い

員
いん

 私
わたくし

たちもそう読
よ

むのですけれども、物
もの

足
た

りないのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） いろいろな 障
しょう

がいにそれぞれの特性
とくせい

がありますが、例
たと

えば 難 病
なんびょう

といってもいろいろありますね。そういう部分
ぶぶん

で

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

っていきたいと思
おも

います。 

○岡
おか

本
もと

委
い

員
いん

 例
たと

えば、さっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

をさっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

・難 病
なんびょう

プラン
ぷ ら ん

にしたらいいのではないですか。そうしたら、イメージ
い め ー じ

としては物
もの

すご

くいいのではないですか。 
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○新堀
しんぼり

委員
いいん

 私
わたくし

たち難 病 連
なんびょうれん

が会議
かいぎ

をするときに、 難 病
なんびょう

と 障
しょう

がい者
しゃ

とい

う言葉
ことば

を 必
かなら

ず入
い

れます。そうするとわかりやすいかなと思
おも

いながらしていま

す。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 今
こん

後
ご

の流
なが

れというか、市民
しみん

理解
りかい

を進
すす

めていく上
うえ

で、並
なら

びで提案
ていあん

していくものなのか、障
しょう

がいのある方
かた

の中
なか

には難 病
なんびょう

の方
かた

も含
ふく

まれるということを徹底
てってい

していったほうがいいのかということですね。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 そうですね。 難
むずか

しいところですね。 

 事実
じじつ

、 難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

自身
じしん

にも、 障
しょう

がい者
しゃ

に入
はい

ったことをわかっていない方
かた

が

いっぱいいますので、 私
わたくし

たち自身
じしん

もＰ
ぴー

Ｒ
あーる

しなければいけないと言
い

っていま

す。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 今後
こんご

の世の中
よ の な か

の方向
ほうこう

も注視
ちゅうし

しながら

の検討
けんとう

課題
かだい

ですね。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 そうですね。よろしくお願
ねが

いします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） ほかにいかがでしょうか。 

○奈
な

須
す

野
の

委
い

員
いん

 ４３ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

です。学校
がっこう

教 育
きょういく

の 充 実
じゅうじつ

と卒業後
そつぎょうご

の支援
しえん

の中
なか

で、

知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の教 育
きょういく

のシステム
し す て む

が 必
かなら

ずと言
い

っていいほど１８歳
さい

で終
お

わって

しまうのです。高等
こうとう

支援
しえん

学校
がっこう

を 卒 業
そつぎょう

した時点
じてん

で学
まな

ぶ場
ば

がなくなってしまいま

す。そこのところは、学校
がっこう

という 形
かたち

でなくてもいいので、札幌市
さっぽろし

として、制度
せいど

にまで持
も

っていけるかどうかわかりませんけれども、将 来 的
しょうらいてき

に 生 涯
しょうがい

教 育
きょういく

の

一環
いっかん

としてそういう 形
かたち

をつくり上
あ

げていきたいという程
てい

度
ど

でもいいので、学
まな

ぶ

場
ば

を提
てい

供
きょう

していく姿
し

勢
せい

を見
み

せてほしいと思
おも

います。国
くに

の制度
せいど

としてもそれは

ありませんし、高等
こうとう

支援
しえん

学校
がっこう

を 卒 業
そつぎょう

したしても高校
こうこう

の 卒 業
そつぎょう

資格
しかく

はありませ

んので、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

や大
だい

学
がく

に行
い

くことが 全
まった

くできなくなってしまいます。違
ちが

う

形
かたち

でもいいので、学
まな

ぶ場
ば

を設
もう

けていくような方
ほう

向
こう

をとりあえず打
う

ち出
だ

してい

けたらいいなと思
おも

います。卒業後
そつぎょうご

の支援
しえん

になるのか、学校
がっこう

教 育
きょういく

の 充 実
じゅうじつ

にな
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るのか、わかりませんけれども、そういう文言
もんごん

が欲
ほ

しいなと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） どうでしょうか。大
おお

きな 話
はなし

ですよ

ね。 

○奈
な

須
す

野
の

委
い

員
いん

 いずれにしても、今
いま

のところ、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

の問
もん

題
だい

とも違
ちが

うと

思
おも

います。 障
しょう

がい者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

ですので、人
じん

生
せい

を豊
ゆた

かに過
す

ごしていくという意味
い み

でも、単
たん

に卒業後
そつぎょうご

の支援
しえん

についてハローワーク
は ろ ー わ ー く

と連携
れんけい

してどうのこうのばかり

でなくて、そういうことも含
ふく

めて支
し

援
えん

をしますよというものが欲
ほ

しいと思
おも

いま

す。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 全
まった

く 新
あたら

しい 話
はなし

になるかと思
おも

いま

すけれども、どういった具
ぐ

体
たい

化
か

ができるのか。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 やはり、民間
みんかん

の中
なか

でも、もっと学
まな

ぼうということで、いろいろ

な 形
かたち

で進
すす

んできています。ただ、 行
ぎょう

政
せい

の中
なか

でそういうものが 全
まった

くないのは

どうかという気
き

がします。そういう意
い

味
み

で、やってほしいなと思
おも

うのです。例
たと

えば、老人
ろうじん

大学
だいがく

というイメージ
い め ー じ

もありますね。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 全国的
ぜんこくてき

には、文科省
もんかしょう

で、高校
こうこう

を 卒 業
そつぎょう

した後
あと

に専攻科
せんこうか

をつくっ

ているところもありますね。そういうものではないのですか。 

○奈
な

須
す

野
の

委
い

員
いん

 そういうことも含
ふく

めてです。札
さっ

幌
ぽろ

市
し

ぐらいになったら、そうい

う方
ほう

向
こう

を載
の

せてもいいのではないかという気
き

がするのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 今
こん

後
ご

の検
けん

討
とう

課
か

題
だい

としてはすばらしい

と思
おも

います。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 今後
こんご

の検討
けんとう

課題
かだい

として載
の

せないと、検討
けんとう

課題
かだい

にのらないのでは

ないかと思
おも

います。 

 これは意見
いけん

です。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長谷川障
はせがわしょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） わかりました。ありがとうございます。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 北川
きたがわ

委員
いいん

とか奈須野
な す の

委員
いいん

に賛成
さんせい

で、道内
どうない

は盲聾
もうろう

しかないですけ
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れども、鳥取
とっとり

などに行
い

ったら専科
せんか

が 必
かなら

ずあります。小
しょう

・ 中
ちゅう

・高
こう

、それで専科
せんか

があります。そういうものがあると、知的障
ちてきしょう

がいのある自閉症
じへいしょう

の発 達 障
はったつしょう

がい

は、発 達 障
はったつしょう

がいがあるということで、高
こう

等
とう

養
よう

護
ご

もじり貧
ひん

で、２０年前
ねんまえ

は北海道
ほっかいどう

が最下
さいか

位
い

だったけれども、やっと普通
ふつう

に行
い

けるようになりました。でも、それ

は１８歳
さい

までの 教 育
きょういく

です。なぜ専科
せんか

ができないかというのは、 教 育 中
きょういくちゅう

のお

母
かあ

さんたちはそこに甘
あま

んじて、あと２年
ねん

、４年
ねん

行
い

こうという努力
どりょく

がないのも我々
われわれ

の責任
せきにん

なのです。そこのところに、奈須野
な す の

委員
いいん

がおっしゃるように、専科
せんか

の目的
もくてき

を入
い

れたら大分
だいぶ

違
ちが

います。２年
ねん

でも４年
ねん

でもいいです。ア
あ

メ
め

リ
り

カ
か

あたりは２２

歳
さい

まで普
ふ

通
つう

に 教
きょう

育
いく

が受
う

けられますが、１８歳
さい

で終
お

わるのは日本
にほん

だけです。 

 私
わたくし

も賛成
さんせい

です。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） ありがとうございます。 

 少
すこ

し検討
けんとう

させていただきます。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 地域
ちいき

の自立
じりつ

訓練
くんれん

でそういうものをやっているところもありますね。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 既
き

存
そん

のサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

ですか。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 そうですね。白石区
しろいしく

でもありました。 

 ただ、就 職
しゅうしょく

につながるような内容
ないよう

がほとんどです。確
たし

かに、そういうシステム
し す て む

が必要
ひつよう

かもしれません。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） あとはいかがでしょうか。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 基本
きほん

施策
しさく

の 教 育
きょういく

と発達
はったつ

支援
しえん

のところですけれども、育成
いくせい

から

発達
はったつ

支援
しえん

と、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の中 核 的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

とか、子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て

支援法
しえんほう

とか、母子
ぼ し

保健
ほけん

施策
しさく

も連携
れんけい

のところに入
い

れていただいたり、教 育
きょういく

との連携
れんけい

も入
い

れていただきました。やはり、今
いま

、虐 待
ぎゃくたい

を受
う

けた 障
しょう

がいのある子
こ

へこう

いうものを書
か

いていただきまして、いろいろな意味
い み

で意見
いけん

を聞
き

いていただいて、

とてもありがたく思
おも

っております。 

 意見
いけん

です。 
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○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 本当
ほんとう

にたくさん意見
いけん

をいただきまし

た。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 今回
こんかい

が最後
さいご

なので、 私
わたくし

や友達
ともだち

が生活
せいかつ

しているときに 行 政
ぎょうせい

の

サービス
さ ー び す

における配慮
はいりょ

のことで何点
なんてん

か話
はな

したいと思
おも

っていたので、これをまと

めてもらいました。少
すこ

し補足
ほそく

したいです。 

 移動
いどう

支援
しえん

のサービス
さ ー び す

の時間数
じかんすう

が不足
ふそく

しているため、時
じ

間数
かんすう

をふやす配慮
はいりょ

をし

てほしいと書
か

いてあります。例
たと

えば、 私
わたくし

の場
ば

合
あい

は、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

のときに通
つう

学
がく

の

帰
かえ

りに痴漢
ちかん

に襲
おそ

われてしまいました。それで、１１月
がつ

とか１２月
がつ

に、会
かい

議
ぎ

とか

みんなの会
かい

の忘
ぼう

年
ねん

会
かい

などの余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

に行
い

くときに、アパート
あ ぱ ー と

にヘルパー
へ る ぱ ー

さんが

迎
むか

えにきてくれて、会
かい

場
じょう

へ行
い

きます。会
かい

場
じょう

には、支
し

援
えん

者
しゃ

などがみんないま

して、今
こん

度
ど

は、そこで会
かい

議
ぎ

に出
で

たり遊
あそ

んだりして、また迎
むか

えに来
き

てもらいます。

そのときに、 私
わたくし

の家
いえ

の 車
くるま

は福祉
ふくし

車 両
しゃりょう

になっていまして、夏
なつ

の支援
しえん

サービス
さ ー び す

の時間
じかん

が３０時
じ

間
かん

と決
き

まっている中
なか

で、地下鉄
ち か て つ

のバスターミナル
ば す た ー み な る

までガイド
が い ど

さ

んに送
おく

ってもらえば、そこから 私
わたくし

が一人
ひとり

で乗
の

って、おりるところに誰
だれ

かが迎
むか

えにきてくれていれば安心
あんしん

しますので、そうしてもらっていたのです。しかし、

冬
ふゆ

は、それが 難
むずか

しくて、行
い

きも帰
かえ

りも送
おく

り迎
むか

えをしてもらうと、時
じ

間
かん

数
すう

が足
た

りません。 

 例
たと

えば、こういう会
かい

議
ぎ

に出
で

ているときに、夜間
やかん

だとみんなの会
かい

の支援者
しえんしゃ

で、

仕事
しごと

がない人
ひと

がついてくれたりするのですけれども、日 中
にっちゅう

は一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

して抜
ぬ

けられない仕事
しごと

の責任者
せきにんしゃ

をやっているため、支援
しえん

をしてもらえなくて、移動
いどう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

を使
つか

うと時間
じかん

が足
た

りなくなるのです。そのために、あと５時間
じかん

でもい

いからみんなで何
なん

とかふやしてほしいという 話
はなし

が出
で

ております。 

 その下
した

の生活
せいかつ

ができないというのは、年金
ねんきん

をもらいながら、また一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

とか作
さ

業
ぎょう

所
しょ

からお金
かね

をもらいながら通院
つういん

している人
ひと

がいます。 私
わたくし

は、毎月
まいつき

ではないのですけれども、６カ
か

月
げつ

に１回
かい

くらい皮
ひ

膚
ふ

科
か

に行
い

ったり、内科
ないか

に行
い

っ
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たりしています。 私
わたくし

たちは、基
き

礎
そ

年
ねん

金
きん

が２ 級
きゅう

だと１カ
か

月
げつ

で６万
まん

円
えん

ちょっと

です。作
さ

業
ぎょう

所
しょ

からのお金
かね

は、月
つき

によって違
ちが

いますけれども、６万
まん

円
えん

から７万
まん

円
えん

の 間
あいだ

なのです。 病
びょう

院
いん

に行
い

ったり、習
なら

い事
ごと

に行
い

ったりしていると、ちょっ

と大変
たいへん

で、 私
わたくし

みたいにひとり暮
ぐ

らしをしていると、光熱費
こうねつひ

や家賃
やちん

などが発生
はっせい

して、足
た

りるときは足
た

りるのですけれども、皮
ひ

膚
ふ

の 調
ちょう

子
し

が悪
わる

くなったりして通
つう

院
いん

が多
おお

くなると足
た

りないので、基
き

礎
そ

年
ねん

金
きん

を上
あ

げてほしいのです。今
こん

回
かい

、下
さ

がっ

たと聞
き

いたので、もう一
いっ

回
かい

上
あ

げてもらいたいと思
おも

っています。 

 家賃
やちん

助成
じょせい

については、この 間
あいだ

出
で

ていたからいいです。 

 次
つぎ

は、ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

の件
けん

です。 

 ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

は、 私
わたくし

は今
いま

、老人
ろうじん

で始
はじ

まって支援費
し え ん ひ

になってから知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の人
ひと

を介護
かいご

する事業所
じぎょうしょ

を使
つか

っています。そして、 私
わたくし

がその事業所
じぎょうしょ

の

知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の第
だい

１号
ごう

です。ただ、そこの責任者
せきにんしゃ

が、 私
わたくし

のサービス
さ ー び す

をわか

らなくて、どういうことをしてはいけないとか、どういうことをフォロー
ふ ぉ ろ ー

して

ほしいということがわからないので、契約
けいやく

に行
い

ったときに、母
はは

と 私
わたくし

と責任者
せきにんしゃ

で２時
じ

間
かん

くらい話
はな

し合
あ

いをして、向
む

こうでも納得
なっとく

して、 私
わたくし

たちも納得
なっとく

した上
うえ

で契約
けいやく

したのです。でも、責任者
せきにんしゃ

がかわったり、引
ひ

き継
つ

ぎでだめになっていて、

今
いま

もやってほしくないことを勝手
かって

にやられてしまいます。ここにこう入
い

れたか

らねということを言
い

ってくれれば 私
わたくし

たちもわかるのですけれども、ヘルパー
へ る ぱ ー

さんによっては、黙
だま

って入
い

れて、そのまま帰
かえ

ってしまうのです。例
たと

えば、きょ

うは寒
さむ

いからその服
ふく

を着
き

ようと思
おも

って、自
じ

分
ぶん

で入
い

れてあったところにないとい

うことがあります。 話
はなし

をよく聞
き

くと、老
ろう

人
じん

はヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

さんが全
ぜん

部
ぶ

出
だ

して着
き

る

と聞
き

いているので、その引
ひ

き継
つ

ぎなのかなと思
おも

います。 

 そして、今
いま

は夜
よる

も使
つか

っているのですけれども、夜
よる

のヘルパー
へ る ぱ ー

の事業所
じぎょうしょ

は知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

だけの事業所
じぎょうしょ

を使
つか

っていますが、そういう配慮
はいりょ

のある事業所
じぎょうしょ

をた

くさんつくってもらいたいと思
おも

います。今
いま

、時
じ

間数
かんすう

は足
た

りているのですけれど
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も、サービス
さ ー び す

時間
じかん

が 私
わたくし

とそこの事業所
じぎょうしょ

では合
あ

わなくて、相談
そうだん

しながらやっ

ているのですが、そういう意見
いけん

がみんなから出
で

ていました。 

 また、９月
がつ

２８日
にち

の全体
ぜんたい

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

のときに、ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

や広報
こうほう

さっ

ぽろに出
だ

すのではなくて、 私
わたくし

はみんなの会
かい

に入
はい

っていますが、本
ほん

人
にん

の会
かい

の事
じ

務
む

局
きょく

に送
おく

るとか、この 間
あいだ

、育成会
いくせいかい

からちょっと教
おし

えてもらったのですけれ

ども、札幌
さっぽろ

に知的
ちてき

障
しょう

がい福祉
ふくし

協 会
きょうかい

というところがあって、そこに流
なが

せば、本人
ほんにん

の会
かい

に意見
いけん

交換会
こうかんかい

があるよという 情 報
じょうほう

が流
なが

れるみたいです。そういう配
はい

慮
りょ

も

してほしいなと思
おも

って、まとめて書
か

いてみました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） このご意
い

見
けん

の背
はい

景
けい

をご説
せつ

明
めい

いただ

きました。ありがとうございます。 

 どういう内
ない

容
よう

なのか、よく伝
つた

わりました。ただ、例
たと

えば年金
ねんきん

とか札幌市
さっぽろし

とし

て対応
たいおう

できないものもあります。実態
じったい

として、本来
ほんらい

、高齢
こうれい

の方
かた

も 障
しょう

がいのあ

る方
かた

も 両 方
りょうほう

できるような事業所
じぎょうしょ

がふえるのが望
のぞ

ましかったり、状 況
じょうきょう

によっ

てはある特定
とくてい

の 障
しょう

がいのある方
かた

に特化
とっか

したと言
い

うとおかしいのですけれども、

得意
とくい

な事業所
じぎょうしょ

も必要
ひつよう

な部分
ぶぶん

があると思
おも

います。やはり、そういう不便
ふべん

もあるの

で、 両 方
りょうほう

できるようなところですね。やはり、知的障
ちてきしょう

がいの方
かた

をよく理解
りかい

し

て対応
たいおう

してくれる事業所
じぎょうしょ

がまだまだ多
おお

くないということですね。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 私
わたくし

の近
ちか

くにわかっている事業所
じぎょうしょ

がないのかもしれませんが、契約
けいやく

したときに、一 覧 表
いちらんひょう

をもらって、母
はは

と一緒
いっしょ

に選
えら

んだのです。よくわからない

のですが、 私
わたくし

は手
て

稲
いね

区
く

に住
す

んでいるので、手
て

稲
いね

区
く

のものしか来
こ

なかったので

す。もっと違
ちが

うところで、遠
とお

ければ行
い

けないけれども、例
たと

えば新川
しんかわ

あたりで知的障
ちてきしょう

がいのことをわかってくれるようなサービス
さ ー び す

があるのだったら、そういうとこ

ろも使
つか

ってみたいなという気
き

がします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） その辺
へん

のところは、ご自
じ

分
ぶん

が住
す

んで

いる区
く

ばかりでなくて、こういう事業所
じぎょうしょ

を 紹 介
しょうかい

してほしいとか、 調 整
ちょうせい

して
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ほしいということは、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

でご相談
そうだん

に乗
の

ってくださいますね。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 はい。相談
そうだん

に乗
の

っています。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

でそういった機能
きのう

を

担
にな

ってくれていますので、相談
そうだん

していただきたいと思
おも

います。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 私
わたくし

は、小樽
おたる

の相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

を選
えら

んだので、札幌
さっぽろ

のことがわ

からなかったのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 市外
しがい

の事業所
じぎょうしょ

となると、札幌
さっぽろ

市内
しない

の

情 報
じょうほう

は持
も

っていないかもしれません。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 どうして選
えら

んだかというと、そこの施設
しせつ

を利用
りよう

していて、職 員
しょくいん

さ

んたちが利用
りよう

していなかったのに、 障
しょう

がい者
しゃ

のスキー
す き ー

大会
たいかい

に一緒
いっしょ

に連
つ

れてい

ってくれたり、すごく配慮
はいりょ

してくれて、わかってくれていたので、そっちのほ

うがいいかなと思
おも

って、そこに決
き

めたのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） きっと一 長 一 短
いっちょういったん

があるところでし

ょうけれども、そういう不便
ふべん

があるということであれば、そこともご相談
そうだん

しな

がらでしょうね。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 僕
ぼく

が出
だ

した意
い

見
けん

は、前
ぜん

回
かい

出
だ

したものもあると思
おも

います。全部
ぜんぶ

が全部
ぜんぶ

反映
はんえい

するのは 難
むずか

しいなとわかっているつもりなので、可能
かのう

であればというこ

とです。 

 例
たと

えば、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

のまちの課題
かだい

整理
せいり

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

でやっていることで、

３６ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の住
す

まいの確
かく

保
ほ

の書
か

き方
かた

ですね。今
いま

、丸
まる

が一
ひと

つあると思
おも

いますけれ

ども、もう一
ひと

つ追
つい

加
か

していただいて、障
しょう

がいのある方
かた

の住
す

まいについては、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

、まちの課題
かだい

整理
せいり

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

等
とう

で地域
ちいき

課題
かだい

として多数
たすう

寄
よ

せられて

いるという書
か

きぶりにしていただいて、平
へい

成
せい

２５年度
ねんど

の活動
かつどう

報告書
ほうこくしょ

を 参 照
さんしょう

し

てくださいという感
かん

じで書
か

いてもらうと、自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

ともうまくリ
り

ン
ん

ク
く

す

ると思
おも

います。 
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 平成
へいせい

２５年度
ねんど

で住
す

まいの確保
かくほ

と 教 育
きょういく

、人材
じんざい

確保
かくほ

について同
おな

じように 重 点
じゅうてん

課題
かだい

として検討
けんとう

しているので、そういう 形
かたち

で書
か

いていただけると、より施
し

策
さく

が

進
すす

むような印
いん

象
しょう

があります。可
か

能
のう

な限
かぎ

り、そういう対
たい

応
おう

をお願
ねが

いしたいと思
おも

います。 

 あとは、内
ない

容
よう

にもよると思
おも

うので、一
いち

概
がい

には言
い

えないと思
おも

いますが、どちら

かというと僕
ぼく

の意
い

見
けん

が抜
ぬ

け落
お

ちているような印
いん

象
しょう

があるので、いま一
いち

度
ど

見
み

て

いただいて、反
はん

映
えい

できそうなことがあれば、ぜひ載
の

せていただきたいと思
おも

いま

す。 

 それから、今回
こんかい

、分野
ぶんや

５の 教 育
きょういく

関係
かんけい

に関
かん

していろいろご意
い

見
けん

させていただ

きました。これは、見
み

ていただければいいと思
おも

いますし、僕
ぼく

がこう感
かん

じている

というところを文
ぶん

章
しょう

でまとめています。少
すこ

し 難
むずか

しい内
ない

容
よう

になっているとこ

ろがありますが、一
いち

度
ど

、目
め

を通
とお

していただきたいと思
おも

います。 

 僕
ぼく

が言
い

いたいのは、一
いち

方
ほう

向
こう

の方
ほう

針
しん

ではなくて、もう少
すこ

し広
ひろ

い意
い

味
み

で書
か

いて

ほしいと感
かん

じています。 

 例
たと

えば、３８ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

のです。僕
ぼく

の意
い

見
けん

は古
ふる

いデータ
で ー た

をもとにしてつくってい

るので、少
すこ

し違
ちが

うと思
おも

いますが、現
げん

状
じょう

と課
か

題
だい

をもう少
すこ

し膨
ふく

らませて書
か

くこと

ができないかということが一
ひと

つです。発 達 障
はったつしょう

がいとか知的障
ちてきしょう

がいで、本当
ほんとう

に

必要
ひつよう

な方
かた

がいると思
おも

うし、それを否
ひ

定
てい

するつもりは 全
まった

くありませんが、例
たと

え

ば「早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療 育
りょういく

など」という言葉
ことば

を加
くわ

えることによって、少
すこ

し広
ひろ

い

意
い

味
み

で 障
しょう

がいを持
も

っている子
こ

どもたち一人一人
ひとりひとり

に応
おう

じた施
し

策
さく

体
たい

系
けい

に変
か

わって

いくのではないかと少
すこ

し思
おも

ったので、こう書
か

いています。 

 早
そう

期
き

療
りょう

育
いく

の 充
じゅう

実
じつ

は、先
さき

ほど、療
りょう

育
いく

環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

が含
ふく

まれているという 話
はなし

がされていましたけれども、 改
あらた

めてこういうふうに書
か

くことで、環 境
かんきょう

も整備
せいび

しつつ、早期
そうき

療 育
りょういく

の 充 実
じゅうじつ

も図
はか

っていきますということにもつながると思
おも

う

ので、できれば入
い

れてほしいということを書
か

いています。 
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 本当
ほんとう

に反映
はんえい

できるものは、 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

との兼
か

ね合
あ

いがあると思
おも

いますが、

なるべく多
おお

くの部
ぶ

分
ぶん

を取
と

り込
こ

めるようにしていただけるとうれしいと思
おも

い、ま

とめさせていただきました。 

 以
い

上
じょう

です。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発
はつ

言
げん

する者
もの

あり） 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） では、一旦
いったん

、次
つぎ

に進
すす

ませていただき

まして、お気
き

づきの点
てん

があれば後
あと

でご意
い

見
けん

をいただきたいと思
おも

います。 

 それでは、議題
ぎだい

（３）の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の策定
さくてい

についてです。 

 担当
たんとう

からご説
せつ

明
めい

いたします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） それでは、議題
ぎだい

（３）の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

につきましてご説明
せつめい

させていただきます。 

 資料
しりょう

は資料
しりょう

２の別冊
べっさつ

があるのですけれども、こちらはまだ数値
すうち

などを入
い

れて

いない 状 態
じょうたい

ですので、資料
しりょう

３－①という成果
せいか

目 標
もくひょう

の案
あん

の資料
しりょう

を別途
べっと

用意
ようい

し

ております。まずは、そちらをもとにご説明
せつめい

させていただきます。 

 今回
こんかい

、それぞれの数値
すうち

目 標
もくひょう

については、一旦
いったん

の数字
すうじ

を 算 出
さんしゅつ

したところで

す。 

 １ページ目
ぺ ー じ め

に一 覧 表
いちらんひょう

がありますが、次
つぎ

のページ
ぺ ー じ

から一
ひと

つ一
ひと

つの項
こう

目
もく

につい

て書
か

いておりますので、 順
じゅん

を追
お

って説明
せつめい

させていただきます。 

 ページ
ぺ ー じ

は振
ふ

っておりませんが、まず、１枚目
まいめ

の裏面
うらめん

の１－１の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の

地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

になっております。 

 第
だい

３期
き

計画
けいかく

の 目 標
もくひょう

につきましては、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でもご説明
せつめい

させていただき

ましたので、説明
せつめい

は 省 略
しょうりゃく

させていただきますけれども、中 段
ちゅうだん

に第
だい

４期
き

計画
けいかく

の成果
せいか

目 標
もくひょう

を記載
きさい

させていただいております。 
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 この 表
ひょう

につきましては、国
くに

でも平成
へいせい

２５年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の１２ ％
ぱーせんと

という指針
ししん

が出
で

ております。札
さっ

幌
ぽろ

市
し

としても、同
おな

じように１２ ％
ぱーせんと

というこ

とで、２５年
ねん

度
ど

末
まつ

時
じ

点
てん

の施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の２，１３９人
にん

のうち、２９年
ねん

度
ど

末
まつ

には

２６０人
にん

を地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

に移
い

行
こう

することを目
め

指
ざ

すことを 考
かんが

えています。 

 前回
ぜんかい

会議
かいぎ

でもお話
はな

しさせていただいていましたけれども、 直
ちょっ

近
きん

の実
じっ

績
せき

値
ち

と

離
はな

れているところもあって、かなりハ
は

ー
ー

ド
ど

ル
る

が高
たか

い目
もく

標
ひょう

でございます。この

ページ
ぺ ー じ

の下
した

に書
か

いてあります成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

ということで、地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた意識
いしき

の啓発
けいはつ

、サービス
さ ー び す

の 充 実
じゅうじつ

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

等
とう

による住
す

まいの確保
かくほ

、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の利用
りよう

促進
そくしん

などによって成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

を目指
め ざ

し

ていきたいと 考
かんが

えております。 

 次
つぎ

のページ
ぺ ー じ

に行
い

きます。 

 こちらは、２番目
ばんめ

の成果
せいか

目 標
もくひょう

で、１－２の施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

の 減 少
げんしょう

となって

おります。 

 真
ま

ん中
なか

あたりに第
だい

４期
き

計画
けいかく

の 目 標
もくひょう

を記載
きさい

しておりますけれども、平成
へいせい

２５

年度
ねんど

末
まつ

時点
じてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

２，１５９人
ひと

から、２９年
ねん

度
ど

末
まつ

において８６人
にん

、約
やく

４ ％
ぱーせんと

減 少
げんしょう

することを目指
め ざ

しています。こちらも、国
くに

の指
し

針
しん

に沿
そ

っての目
もく

標
ひょう

ということで設
せっ

定
てい

しております。先
さき

ほどの地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の指標
しひょう

と同様
どうよう

で

すが、そういった取
と

り組
く

みを進
すす

めることで、施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の削
さく

減
げん

を図
はか

っていき

たいと 考
かんが

えております。 

 次
つぎ

のペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の３番
ばん

目
め

の指
し

標
ひょう

です。 

 ２の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

で、新規
しんき

の 目 標
もくひょう

となっています。 

 先
さき

ほど話
わ

題
だい

に出
で

ましたが、国
くに

の指
し

針
しん

では、平
へい

成
せい

２９年度
ねんど

末
まつ

までに各市町村
かくしちょうそん

または圏域
けんいき

に少
すく

なくとも一
ひと

つを整
せい

備
び

するということで、基
き

本
ほん

的
てき

には札
さっ

幌
ぽろ

市
し

も

その指
し

針
しん

に沿
そ

って目
もく

標
ひょう

設
せっ

定
てい

したいと 考
かんが

えております。 

 整備
せいび

する方法
ほうほう

としましては、拠点
きょてん

を整備
せいび

する方法
ほうほう

と、面的
めんてき

な体制
たいせい

で整備
せいび

す
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る方法
ほうほう

がありますけれども、意見
いけん

交換会
こうかんかい

や計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

の中
なか

でも札幌市
さっぽろし

は面的
めんてき

な体制
たいせい

のほうがいいのではないかというご意見
いけん

をいただいておりました。札幌市
さっぽろし

としましても、かなり大
おお

きな都市
と し

でありますので、数カ所
すうかしょ

整備
せいび

しても体制
たいせい

の整備
せいび

にならないだろうということで、面的
めんてき

な体制
たいせい

で整備
せいび

する方向
ほうこう

で 考
かんが

えておりま

す。平
へい

成
せい

２９年
ねん

度
ど

に１カ
か

所
しょ

ですので、２７年
ねん

度
ど

から具
ぐ

体
たい

的
てき

な拠
きょ

点
てん

等
とう

のあり方
かた

、

機能
きのう

を検討
けんとう

していきながら整備
せいび

していきたいと思
おも

っています。 

 次
つぎ

のページ
ぺ ー じ

でございます。 

 こちらが３－１の福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

という 目 標
もくひょう

になってお

ります。 

 こちらも、真
ま

ん中
なか

のあたりに第
だい

４期
き

計
けい

画
かく

の目
もく

標
ひょう

ということで記
き

載
さい

しており

ます。国
くに

の指
し

針
しん

に基
もと

づいて、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を平成
へいせい

２４年
ねん

度
ど

実
じっ

績
せき

の

２倍
ばい

ということで、２４年
ねん

度
ど

は２９７人
にん

ですので、約
やく

２倍
ばい

の６００人
にん

を平
へい

成
せい

２

９年度
ねんど

の 目 標
もくひょう

としております。 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

としましては、国
くに

の雇用
こよう

施策
しさく

とも連携
れんけい

しながら、

こちらの資料
しりょう

に書
か

いてあるような取
と

り組
く

みを進
すす

めていきたいと 考
かんが

えておりま

す。 

 次
つぎ

のページ
ぺ ー じ

でございます。 

 ３－２の 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

の利用者
りようしゃ

ということで、こちらも新規
しんき

の成果
せいか

目 標
もくひょう

と

なっております。 

 こちらは、数字
すうじ

は一旦
いったん

入
い

れているのですが、サービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

と連動
れんどう

する

ような数値
すうち

になっております。これは、仮
かり

に国
くに

の指針
ししん

どおりに設定
せってい

した場合
ばあい

は、

平成
へいせい

２９年
ねん

度
ど

は約
やく

１，０００人
にん

となります。今
いま

、それを大
だい

分
ぶ

上
うわ

回
まわ

った数値
すうち

を書
か

いておりますけれども、サービス見
み

込
こ

み 量
りょう

とも連
れん

動
どう

してきますので、これは 全
まった

くの概算
がいさん

ということで、今後
こんご

、２７年度
ねんど

の予算
よさん

額
がく

によっても数字
すうじ

がかなり変
か

わ

ってきますから、参考
さんこう

数値
すうち

として記載
きさい

しております。今後
こんご

、変
か

わる予定
よてい

がござ



 - 26 -

います。 

 次
つぎ

のページ
ぺ ー じ

でございます。 

 今
いま

までは、国
くに

の指針
ししん

に基
もと

づいて設定
せってい

する見込
み こ

みですが、ここからは札幌市
さっぽろし

が

独自
どくじ

に設定
せってい

する 目 標
もくひょう

となっております。 

 入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神 障
せいしんしょう

がいの地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

になっております。 

 これも前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でお話
はな

ししたと思
おも

いますけれども、現
げん

在
ざい

の第
だい

３期
き

計
けい

画
かく

で

は、１カ
か

月
げつ

当
あ

たりの利用
りよう

人数
にんずう

を目標値
もくひょうち

として設定
せってい

しておりました。このサービス
さ ー び す

自体
じたい

、１年間
ねんかん

の継続
けいぞく

サービス
さ ー び す

ではなくて有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

６カ
か

月
げつ

で、人
ひと

によっては三
さん

、

四カ月
よんかげつ

の利用
りよう

の人
ひと

もいるということで、目 標
もくひょう

を年間
ねんかん

の実利用
じつりよう

人数
にんずう

に変更
へんこう

しよ

うと 考
かんが

えております。その場
ば

合
あい

に、現
げん

在
ざい

の月
つき

３０人
にん

という目
もく

標
ひょう

は、年
ねん

間
かん

の

実
じつ

人
にん

数
ずう

ベ
べ

ー
ー

ス
す

で６０人
にん

となります。１人
り

が６カ
か

月
げつ

使用
しよう

する 形
かたち

で、年間
ねんかん

の実
じつ

人数
にんずう

ベース
べ ー す

は６０人
にん

ですが、それを継続
けいぞく

して平成
へいせい

２９年度
ねんど

の 目 標
もくひょう

設定
せってい

した上
うえ

で、

２５年度
ねんど

までの実績
じっせき

を踏
ふ

まえて毎年
まいとし

１０人
にん

ずつふえていくような設定
せってい

をして

いきます。 

 最後
さいご

の成果
せいか

指標
しひょう

です。 

 障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
りかい

促進
そくしん

という 目 標
もくひょう

になっております。 

 現在
げんざい

の計画
けいかく

の数値
すうち

目 標
もくひょう

は、２６年
ねん

度
ど

で５０ ％
ぱーせんと

となります。上
うえ

の目 標
もくひょう

は、

障
しょう

がいのある人
ひと

にとって地域
ちいき

で暮
く

らしやすいまちであると思
おも

う 障
しょう

がいのある

人
ひと

の割
わり

合
あい

は、２５年
ねん

度
ど

の実
じっ

績
せき

が５３．４ ％
ぱーせんと

、下
した

の 障
しょう

がいのある人
ひと

にとっ

て地
ち

域
いき

で暮
く

らしやすいまちであると思
おも

う人
ひと

の割
わり

合
あい

は２２．７ ％
ぱーせんと

ということ

で、ちょっと低
ひく

い数
すう

字
じ

になっております。その辺
へん

も踏
ふ

まえまして、２９年
ねん

度
ど

の

目
もく

標
ひょう

は、上
うえ

の指
し

標
ひょう

は既
すで

に５０ ％
ぱーせんと

という 目 標
もくひょう

を上回
うわまわ

っておりますので、

こちらは６０ ％
ぱーせんと

という設
せっ

定
てい

をして、下
した

は、かなり実
じっ

績
せき

が下
した

回
まわ

っている 状
じょう

況
きょう

で、なかなか 難
むずか

しいところもありますが、現
げん

在
ざい

の計
けい

画
かく

では引
ひ

き続
つづ

き５０

％
ぱーせんと

という 目 標
もくひょう

を設定
せってい

する方向
ほうこう

で 考
かんが

えています。 
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 ここまでが成果
せいか

目 標
もくひょう

の説明
せつめい

になります。 

 次
つぎ

に、資料
しりょう

３－②のサービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

でございます。 

 こちらは、会議
かいぎ

の冒頭
ぼうとう

でもお話
はな

しさせていただきましたとおり、事前
じぜん

に送付
そうふ

していた資料
しりょう

の数字
すうじ

に大分
だいぶ

間違
まちが

いがございましたので、本
ほん

日
じつ

、差
さ

しかえ版
ばん

を配
はい

付
ふ

させていただきました。事
じ

前
ぜん

に送
おく

った資
し

料
りょう

から変
か

わっているのは、網
あみ

かけ

の部分
ぶぶん

です。 

 こちらは、資料
しりょう

にも書
か

いてありますとおり、一旦
いったん

、現段階
げんだんかい

における概算値
がいさんち

で

ございまして、今後
こんご

、平成
へいせい

２７年度
ねんど

の予算
よさん

額
がく

との整合性
せいごうせい

も踏
ふ

まえて、今後
こんご

、数字
すうじ

は変
か

わっていく予定
よてい

です。今
いま

ここに書
か

いてあるのは、 単 純
たんじゅん

に過去
か こ

の伸
の

び率
りつ

な

どをもとに 算 出
さんしゅつ

しております。このまま予算
よさん

の関係
かんけい

で数字
すうじ

も変
か

わってきます

が、１２月
がつ

になるか、年
とし

が明
あ

けるのか、数
すう

字
じ

が固
かた

まってくるのは大分後
だいぶあと

になる

かと 考
かんが

えております。 

 ちなみに、前
ぜん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

で１ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

目
め

の上
うえ

から三
みっ

つ目
め

の重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえん

は、平成
へいせい

２５年度
ねんど

の実績
じっせき

の数値
すうち

が少
すく

な過
す

ぎて間
ま

違
ちが

っているのではないかと

いうご質問
しつもん

がありました。確認
かくにん

しましたところ、こちらを利用
りよう

されている方
かた

は、

３月
がつ

に体験的
たいけんてき

に数日間
すうかかん

利用
りよう

しただけで、実績
じっせき

のほうが少
すく

なくなっております

が、数
すう

字
じ

に 誤
あやま

りはないということでした。 

 あとは、前回
ぜんかい

会議
かいぎ

の中
なか

で、このサービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

を 障
しょう

がい支援
しえん

区分
くぶん

ごとに

算 出
さんしゅつ

することができないかというご意
い

見
けん

があったと思
おも

います。この計画
けいかく

の中
なか

に区分
くぶん

ごとに盛
も

り込
こ

むことになりますと、かなり内容
ないよう

も複雑
ふくざつ

になってまいりま

すので、区分
くぶん

ごとの記載
きさい

はしないことで 考
かんが

えております。今後
こんご

、計画
けいかく

の 検 証
けんしょう

や評価
ひょうか

に当
あ

たって、より詳
くわ

しい資
し

料
りょう

が必
ひつ

要
よう

になった場合
ばあい

には、そういった資料
しりょう

も 提 供
ていきょう

できればと 考
かんが

えております。 

 見
み

込
こ

み 量
りょう

については以
い

上
じょう

です。 

 資
し

料
りょう

２になりますけれども、 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の１０７ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

に、 障
しょう

がい
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者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

の 評
ひょう

価
か

・見
み

直
なお

しというページ
ぺ ー じ

がございます。 

 この中
なか

で、Ｐ Ｄ Ｃ Ａ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

を入
い

れたのですけれども、前
ぜん

回
かい

、わかりづら

いというご意
い

見
けん

もありましたので、次
つぎ

のページ
ぺ ー じ

に簡単
かんたん

なイラスト
い ら す と

を入
い

れること

にしました。Ｐ Ｄ Ｃ Ａ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

を別
べつ

な言葉
ことば

に置
お

きかえることも 考
かんが

えてみた

のですが、前
まえ

のペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

に解
かい

説
せつ

も入
い

れていることと、言葉
ことば

を変
か

えるとかえってわ

かりにくくなるかもしれないと 考
かんが

えまして、言
こと

葉
ば

自
じ

体
たい

は一
いっ

旦
たん

このままにした

いと思
おも

っております。 

 １０８ページ
ぺ ー じ

のイラスト
い ら す と

の下
した

に、「評価
ひょうか

（ｃｈｅｃｋ
ち ぇ っ く

）」と書
か

いてあります

けれども、障
しょう

がい施策
しさく

推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

と自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

のほかに計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

と

入
い

れております。これにつきましては、今回
こんかい

の計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

は、きょうの５回
かい

目
め

で一旦
いったん

終 了
しゅうりょう

いたしますけれども、今回
こんかい

の検討
けんとう

自体
じたい

は今年度
こんねんど

に入
はい

ってから

ということで、期
き

間
かん

が 短
みじか

かったこともありまして、もっと早
はや

い時期
じ き

から次期
じ き

の

計画
けいかく

を検討
けんとう

できるようにとか、こういった定期的
ていきてき

な 中 間
ちゅうかん

評価
ひょうか

の見直
みなお

しができ

るようにということで、来年度
らいねんど

も継続
けいぞく

したらどうかというご意見
いけん

も自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

からいただいたところです。そういうことも踏
ふ

まえて、計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

とい

う 形
かたち

にできるかどうかはわかりませんけれども、一旦
いったん

、入
い

れさせていただこ

うということにしました。実際
じっさい

に継続
けいぞく

設置
せっち

するかどうかに関
かん

しては、今
いま

の会
かい

議
ぎ

自
じ

体
たい

はご意
い

見
けん

をいただく場
ば

になっておりますけれども、継続
けいぞく

して設置
せっち

して評価
ひょうか

まで 行
おこな

うことになると設置
せっち

の根拠
こんきょ

が変
か

わってきますので、位
い

置
ち

づけをどうす

るかということもあります。その辺
へん

も踏
ふ

まえて、どうしていくのか、今後
こんご

、検討
けんとう

したいと思
おも

います。 

 そういうことも 考
かんが

えているということで、「計
けい

画
かく

検
けん

討
とう

会
かい

議
ぎ

など」と入
い

れさ

せていただいたところです。 

 それから、１０９ページ
ぺ ー じ

以降
いこう

は、資料編
しりょうへん

ということで追加
ついか

しております。説明
せつめい

は 省 略
しょうりゃく

させていただきます。 
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 説明
せつめい

は以上
いじょう

でございます。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それでは、障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の部分
ぶぶん

で、

今
いま

の説明
せつめい

につきまして、何
なに

かご質
しつ

問
もん

、ご意
い

見
けん

等
とう

ございましたらお願
ねが

いいたし

ます。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 ３－①の１－１の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

等
とう

の入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

は、

あくまでも 入 所
にゅうしょ

の中
なか

の１２ ％
ぱーせんと

、２６０人
にん

を地域
ちいき

に移行
いこう

させるというふう

に 解 釈
かいしゃく

します。実
じつ

は、入 所
にゅうしょ

から退所
たいしょ

して地域
ちいき

生活
せいかつ

、いわゆるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に移行
いこう

する方
かた

がおりますけれども、中
なか

には、お家
うち

から生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

に通
つう

所
しょ

し

ている方
かた

が結
けっ

構
こう

多
おお

いです。それで、高度行動障
こうどこうどうしょう

がいがあって、日 中
にっちゅう

は９時
じ

半
はん

ごろお迎
むか

えに来
き

て、３時半
じはん

ごろマイクロバス
ま い く ろ ば す

で帰
かえ

ってくるケース
け ー す

が多
おお

いのです。

そうすると、夜
よる

に大変
たいへん

な方
かた

が 必
かなら

ずいるのです。だからといって、そういう方々
かたがた

は、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

を受
う

けてくれるところは本
ほん

当
とう

に指
ゆび

折
お

り数
かぞ

えるほどしか札幌
さっぽろ

には

なくて、遠方
えんぽう

まで行
い

く方
かた

もいらっしゃいます。 

 私
わたくし

の間違
まちが

いかもしれませんが、どこを見
み

ても地
ち

域
いき

から地
ち

域
いき

へ移
い

行
こう

するとい

う数
すう

字
じ

が 全
まった

くなくて、入 所
にゅうしょ

から地域
ちいき

に移行
いこう

する方
かた

より、地域
ちいき

でグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に入
はい

りたいという方
かた

のほうが圧
あっ

倒
とう

的
てき

に多
おお

いと思
おも

います。 私
わたくし

の 息
むすこ

子が通
かよ

っ

ているところもそうです。 

 あわせて、発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいも、９０ ％
ぱーせんと

は男
だん

性
せい

で、ほんの一
ひと

握
にぎ

りが女性
じょせい

なの

です。その女性
じょせい

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

が札幌
さっぽろ

市内
しない

になかなかありません。全
ぜん

道
どう

的
てき

に

見
み

てもとても数
かず

が少
すく

なく、 私
わたくし

が知
し

っている方
かた

でも、やはり、子
こ

どもの暴
ぼう

力
りょく

に耐
た

えながらひそやかに生
せい

活
かつ

しています。生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

は２２日
にち

問題
もんだい

があ

るのですが、その課題
かだい

は４ 週
しゅう

６ 休
きゅう

で第
だい

２と第
だい

４ぐらいは行
い

きましょうという

ことで何
なん

とかクリア
く り あ

してきたのです。重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

事業
じぎょう

が中
なか

に入
はい

れるように

なったとしても、当
とう

事
じ

者
しゃ

の子
こ

どもは家
いえ

にいるのです。そこに他
た

人
にん

が入
はい

ってきて、

利用者
りようしゃ

がそれでいいのかといったら、何
なん

でこの人
ひと

は 私
わたくし

の家
いえ

に入
はい

ってくるのか
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という 考
かんが

えを持
も

つ利
り

用
よう

者
しゃ

は多
おお

いと思
おも

います。 

 地域
ちいき

移行
いこう

は、必
かなら

ずしも 入 所
にゅうしょ

ではなく、地域
ちいき

からその中
なか

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に

移行
いこう

して、少
すこ

し年
とし

をとった 私
わたくし

を楽
らく

にしてくださいという親御
おやご

さんが多
おお

いとい

うことは覚
おぼ

えておいていただきたいと思
おも

います。 

 また、どうしてそういうことが入
はい

らなかったのか。 私
わたくし

たちが言
い

わなかった

こともあるのですが、 入 所
にゅうしょ

から地域
ちいき

に移行
いこう

する方
かた

よりも、そういう方
かた

が多
おお

い

です。そして、とても困
こま

っていらっしゃいます。ゆいは別
べつ

ですが、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

も

なかなかできるところがありません。大人
おとな

と子
こ

どものショートステイ
し ょ ー と す て い

の配分
はいぶん

が

ありますので、医療
いりょう

目的
もくてき

で、ゆいに入
はい

ることは困
こん

難
なん

ですので、結
けっ

局
きょく

、お母
かあ

さ

んとお父
とう

さんが四
し

苦
く

八
はっ

苦
く

しながら何
なん

とか見
み

ているケ
け

ー
ー

ス
す

が多
おお

いということも

札幌市
さっぽろし

の方
かた

に目
め

くばせ、気配
きくば

りしていただいて、入 所 者
にゅうしょしゃ

だけが地域
ちいき

移行
いこう

では

ないこともどこかの文言
もんごん

に入
はい

ればありがたいと思
おも

います。一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

見
み

てきた

のですが、どこを見
み

てもないのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 地域
ちいき

移行
いこう

という言葉
ことば

になるとあれで

すけれども、要
よう

するに、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

とか住
す

まいの場
ば

の確保
かくほ

の部分
ぶぶん

について

は、単
たん

に施設
しせつ

からの移行
いこう

の方
かた

ばかりを受
う

け入
い

れるのではなくて、現在
げんざい

、既
すで

に地域
ちいき

にいらっしゃるけれども、高齢
こうれい

の親御
おやご

さんとご一緒
いっしょ

の方
かた

への対応
たいおう

の部分
ぶぶん

も必要
ひつよう

だということが伝
つた

わればということですね。 

○上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 これを見
み

た限
かぎ

りでは、 私
わたくし

たちにはそういうふうに伝
つた

わらないの

です。それで、意見
いけん

として述
の

べさせていただきました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 必
かなら

ずしも、この移行数
いこうすう

を確保
かくほ

すれ

ばいいという整理数
せいりすう

ではなく、数字
すうじ

としては入
はい

っているところかと思
おも

います。 

○岡
おか

本
もと

委
い

員
いん

 もしかしたら、上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

の 話
はなし

とは 若
じゃっ

干
かん

ずれるかもしれません。 

 今
いま

まで、 障
しょう

がいを持
も

っている方
かた

の生活
せいかつ

の場
ば

として、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

が基本的
きほんてき

な

ところだったけれども、それが時代
じだい

とともに地域
ちいき

移行
いこう

という国
くに

の政策
せいさく

に乗
の

って
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流
なが

れてきているので、こっちの計
けい

画
かく

はすごく必
ひつ

要
よう

だと思
おも

います。ただ、上田
うえだ

委員
いいん

が言
い

っているようなところも 実 情
じつじょう

としてはあります。僕
ぼく

は、どちらかという

と、資料
しりょう

３－②に絡
から

みますが、例
たと

えば、グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

しかないというお 話
はなし

が

あったと思
おも

いますけれども、そうは思
おも

っていません。グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

だけでは

なくても、ア
あ

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

を借
か

りてのひとり暮
ぐ

らし、介助
かいじょ

をつけてのひとり暮
ぐ

らしみ

たいなことをしている自閉症
じへいしょう

のケース
け ー す

も実際
じっさい

にあると聞
き

いています。それが一概
いちがい

に言
い

えるかというと、そうではないのは 重 々
じゅうじゅう

承知
しょうち

しているのですが、例
たと

えば、

空
あ

き家
や

を活用
かつよう

したり、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を整備
せいび

していくことも必要
ひつよう

だと思
おも

います

し、アパート
あ ぱ ー と

を 充 実
じゅうじつ

させていくとか、市営
しえい

住 宅
じゅうたく

を 充 実
じゅうじつ

させていくとか、い

ろいろあると思
おも

います。 

 僕
ぼく

は、どちらかというと、数値
すうち

目 標
もくひょう

を実行
じっこう

できるような 形
かたち

になっていけ

ばいいなと思
おも

います。例
たと

えば、ヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の数
かず

についても、２６０人
にん

が地域
ちいき

移行
いこう

したときに、どれだけの事業所
じぎょうしょ

が対応
たいおう

できるのかというのは疑問
ぎもん

で

す。今
いま

、人材
じんざい

確保
かくほ

の面
めん

で、募
ぼ

集
しゅう

してもなかなか集
あつ

まらないと聞
き

いているので、

この数
すう

値
ち

だけでは結
けっ

構
こう

厳
きび

しいような実
じっ

感
かん

があります。やはり、人材
じんざい

確保
かくほ

とか

事業所数
じぎょうしょすう

の確保
かくほ

を本当
ほんとう

にこの数値
すうち

と合
あ

わせた 形
かたち

でやっていかないと、絵
え

に描
か

いたもちになるのではないかと思
おも

います。 

 以
い

上
じょう

です。 

○上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 岡
おか

本
もと

委
い

員
いん

、済
す

みません。 

 私
わたくし

が申
もう

し上
あ

げたいのは、高度行動障
こうどこうどうしょう

がいのある方
かた

には、アパート
あ ぱ ー と

やお家
うち

を

ぼこぼこにするということで貸
か

してくれないのです。今度
こんど

は、消 防 法
しょうぼうほう

で、そ

ういう家
いえ

には、上
うえ

からスプリンクラー
す ぷ り ん く ら ー

ができないので、水道管
すいどうかん

のところにぱっ

とかぶせるわけです。それだったら、家
いえ

は貸
か

せないという方
かた

が結
けっ

構
こう

いらっしゃ

いまして、そうなると、ますます親
おや

も高齢
こうれい

、子
こ

どもも高齢
こうれい

になって生活
せいかつ

して

いけなければならない、それを言
い

いたくて先
さき

ほど申
もう

し上
あ

げたのです。そう簡
かん

単
たん
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には移
うつ

れないのです。済
す

みません、ご理
り

解
かい

ください。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 そこはわかっています。しかし、いろいろな方法
ほうほう

があることだけ

は知
し

ってほしいのです。 

○上
うえ

田
だ

委
い

員
いん

 それは、わかります。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） そういった意味
い み

で、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

推進
すいしん

もありますし、民間
みんかん

住 宅
じゅうたく

への 入 居
にゅうきょ

の促進
そくしん

等
とう

ということで、必
かなら

ず

しもそれだけではないと認
にん

識
しき

しております。 

○岡
おか

本
もと

委
い

員
いん

 それから、空
あ

き家
や

もグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

という 形
かたち

にすれば、もう少
すこ

し

住
す

む場
ば

を確
かく

保
ほ

できるのではないかと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 私
わたくし

も区
く

にいたときに拝
はい

見
けん

しました

けれども、 現実
げんじつ

にそういうものがゼロ
ぜ ろ

ではありません。ただ、 最近
さいきん

の

スプリンクラー
す ぷ り ん く ら ー

がどうのこうのという部分
ぶぶん

ではやりにくくなっていると思
おも

いま

す。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 そうですね。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 ２の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

の件
けん

です。 

 平成
へいせい

２９年度
ねんど

目 標
もくひょう

が１となっておりますが、これは、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

と

して、いわゆる箱物
はこもの

を１カ所
かしょ

つくるということなのでしょうか。 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

というところで面的
めんてき

体制
たいせい

により整備
せいび

する方向
ほうこう

で

検討
けんとう

するとなっていますけれども、これは箱
はこ

物
もの

を１カ
か

所
しょ

はつくるという 形
かたち

の

１カ所
かしょ

なのか、それとも、面的
めんてき

整備
せいび

という意味
い み

も含
ふく

めて１カ
か

所
しょ

なのかというこ

とです。 

 国
くに

とか道
どう

の 考
かんが

え方
かた

で、平
へい

成
せい

２９年
ねん

度
ど

まで各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

に少
すく

なくとも１カ所
かしょ

は

つくるという方向
ほうこう

なのに、この巨大
きょだい

な札幌市
さっぽろし

で１カ
か

所
しょ

というのはとても 考
かんが

え

られません。少
すく

なくとも、各
かく

区
く

に箱
はこ

物
もの

が最
さい

低
てい

１カ
か

所
しょ

なのか、機
き

能
のう

を分
ぶん

担
たん

しな

がらそういう仕
し

組
く

みを１カ
か

所
しょ

ずつつくるのか。この 目 標
もくひょう

自体
じたい

、箱物
はこもの

をつくる
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のか、面的
めんてき

整備
せいび

という 考
かんが

え方
かた

で機能
きのう

を分散
ぶんさん

しながら各区
かくく

に一
ひと

つずつつくると

いう 考
かんが

え方
かた

なのか、そういう意
い

味
み

では、この１という数
すう

字
じ

は余
あま

りにも少
すく

ない

のではないかという気がするのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） この１は、基本的
きほんてき

に箱物
はこもの

をつくる

という 考
かんが

え方
かた

はないです。面的
めんてき

体制
たいせい

ということです。面的
めんてき

な体制
たいせい

ですので、

オール
お ー る

札幌
さっぽろ

みたいな 形
かたち

で１でいいのはないかということで、１としておりま

す。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 ただ、１というのは、その仕
し

組
く

みが札
さっ

幌
ぽろ

で一
ひと

つだよという感
かん

じ

ですね。各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

に一
ひと

つというのは、人
じん

口
こう

比
ひ

で何
なん

人
にん

に１カ
か

所
しょ

という 考
かんが

え方
かた

からすれば、人
じん

口
こう

なり地
ち

域
いき

の広
ひろ

さから見
み

て余
あま

りにも少
すく

な過
す

ぎます。各
かく

区
く

に一
ひと

つ

と 考
かんが

えたほうがいいと思
おも

います。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 それに関
かん

して、あり方
かた

の検
けん

討
とう

を 行
おこな

うと書
か

いておりますけれども、

検
けん

討
とう

会
かい

を立
た

ち上
あ

げるのですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 具
ぐ

体
たい

的
てき

にどういう検
けん

討
とう

の場
ば

を設
もう

け

るかは、まだこれからですけれども、何
なん

らかのものは必
ひつ

要
よう

かと思
おも

います。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 平成
へいせい

２９年度
ねんど

末
まつ

までに設
もう

けなければならないということからす

れば、この 考
かんが

え方
かた

はすごく甘
あま

い気
き

がします。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 それぞれのところを利用
りよう

するので、お金
かね

がかからないですね。だ

から、数値
すうち

を上
あ

げても、そんなに予算
よさん

に関係
かんけい

ないのです。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 最低
さいてい

でも各区
かくく

に一
ひと

つ仕
し

組
く

みがあってもいいのではないかと思
おも

い

ます。 

○北
きた

川
がわ

委
い

員
いん

 各
かく

区
く

に一
ひと

つは多
おお

い感
かん

じがします。ただ、全
ぜん

市
し

で一
ひと

つは少
すく

ないか

と思
おも

います。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 この部分
ぶぶん

は、それこそ地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

とか 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

も踏
ふ

まえて、市
し

としてどう 考
かんが

えるかということがないとだめなような
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気
き

がします。これを誰
だれ

が使
つか

うのかが抜
ぬ

け落
お

ちているような気
き

がします。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 やはり、何
なに

かあったときに利用
りよう

しやすいとなったら、オール
お ー る

札幌
さっぽろ

で一
ひと

つというより、理
り

想
そう

を言
い

えば奈
な

須
す

野
の

委
い

員
いん

の言
い

うように各
かく

区
く

にあればいいけ

れども、ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

・バ
ば

イ
い

・ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

でいくと、ちょっと多
おお

いと思
おも

います。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 １年
ねん

ぐらい前
まえ

に、いわゆる箱物
はこもの

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

という 考
かんが

え方
かた

で、少
すく

なくとも２０万
まん

人
にん

に一
ひと

つくらいの割
わり

合
あい

という 話
はなし

を聞
き

いたことがあ

ります。それは、箱物
はこもの

としてです。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 この１には拘 束 力
こうそくりょく

があるのでしょうか。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 私
わたくし

は、ここのところがとても気
き

になったので、最初
さいしょ

に言
い

わせて

いただきました。検
けん

討
とう

すると言
い

うけれども、果
は

たしてどの程度
ていど

なのか、どうい

うことなのか。平成
へいせい

２９年
ねん

度
ど

に１と言
い

うのもとても気
き

になったところです。奈須野
な す の

委員
いいん

と同
おな

じです。 

○北
きた

川
がわ

委
い

員
いん

 面
めん

的
てき

というところでは、札
さっ

幌
ぽろ

の現
げん

状
じょう

を捉
とら

えて前
まえ

向
む

きに、面
めん

的
てき

ゆ

えに事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が 協
きょう

力
りょく

し合
あ

って、いい 形
かたち

でできると思
おも

うので、１カ
か

所
しょ

という

のは使
つか

いにくいし、もったいないなという感
かん

じはします。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 既
すで

に札幌
さっぽろ

市内
しない

にあるいろいろな

事業所
じぎょうしょ

の機能
きのう

を結
むす

びつけた 形
かたち

での体制
たいせい

の整備
せいび

という意味合
い み あ

いで、オ
お

ー
ー

ル
る

札
さっ

幌
ぽろ

でという意
い

味
み

合
あ

いでの一
ひと

つという 考
かんが

え方
かた

です。それを区
く

ごとがいいのかどう

かは今後
こんご

の検討
けんとう

かと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 重
じゅう

層
そう

的
てき

な体
たい

制
せい

のイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

を持
も

っ

ていたのです。１カ所
かしょ

が 中 心
ちゅうしん

になって、具体的
ぐたいてき

にやるのはそれぞれの区
く

で、

そこがいろいろなところと 調 整
ちょうせい

するということです。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 面的
めんてき

な部分
ぶぶん

だけで、人的
じんてき

配置
はいち

は 考
かんが

えていないのですか。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 今
いま

ある機能
きのう

を使
つか

うのです。 

○新
しん

堀
ぼり

委
い

員
いん

 今
いま

あるところで、新
あら

たな人
じん

的
てき

は 考
かんが

えていないということでしょ
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う。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） その辺
へん

も、そういったことが必要
ひつよう

か

どうかです。まだ、国
くに

から示
しめ

されているものが漠
ばく

然
ぜん

とし過
す

ぎていて、具体的
ぐたいてき

に

どういう機能
きのう

で、どのようにニーズ
に ー ず

に応
こた

えていけばいいのかがなかなかつかめ

ないところです。今
いま

の段階
だんかい

では、今後
こんご

、そういった 形
かたち

で具体的
ぐたいてき

に検討
けんとう

させて

いただきたいということです。要
よう

するに、札幌市
さっぽろし

全体
ぜんたい

で求
もと

められる機能
きのう

を使
つか

え

る体制
たいせい

を整備
せいび

していかなければならないという 考
かんが

えでの１のつもりです。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 構想
こうそう

としてですね。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

保護
ほ ご

の緊 急
きんきゅう

一時
いちじ

保護的
ほ ご て き

なイメージ
い め ー じ

かなと思
おも

いました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） どうなのですかね。 

○奈
な

須
す

野
の

委
い

員
いん

 グ
ぐ

ル
る

ー
ー

プ
ぷ

ホ
ほ

ー
ー

ム
む

の大
おお

型
がた

化
か

で、１０人
にん

を一
ひと

つのユ
ゆ

ニ
に

ッ
っ

ト
と

として、

２０人
にん

とか３０人
にん

という 形
かたち

でシ
し

ョ
ょ

ー
ー

ト
と

ス
す

テ
て

イ
い

の機
き

能
のう

を持
も

たせたり、地域
ちいき

の生活
せいかつ

支援
しえん

の機能
きのう

を持
も

たせるものを国
くに

が 考
かんが

え出
だ

したのですが、 逆
ぎゃく

に、そこに機
き

能
のう

を

持
も

たせるのではなくて、機
き

能
のう

を分
ぶん

担
たん

してやる方
ほう

向
こう

もあるよという二
ふた

つの 考
かんが

え

方
かた

を聞
き

いたことがあります。多
た

分
ぶん

、その流
なが

れだと思
おも

います。だから、面
めん

的
てき

整
せい

備
び

というのは、ユ
ゆ

ニ
に

ッ
っ

ト
と

で固
かた

めて大
おお

型
がた

化
か

することに反対
はんたい

して、きちんとした支援
しえん

ができないということで、そういう機能
きのう

はまた別
べつ

なものとしてつくったほうが

いいという 考
かんが

え方
かた

かと思
おも

って面
めん

的
てき

整
せい

備
び

を見
み

ていたのです。 

 ちょうどそこのところにこだわりが出
で

てきたものですから、もしそういう機
き

能
のう

を地
ち

域
いき

で持
も

たせるのであれば、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

で１カ
か

所
しょ

は余
あま

りにも鷹
おう

揚
よう

過
す

ぎます。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 札
さっ

幌
ぽろ

としては、施
し

設
せつ

が１カ
か

所
しょ

ではな

くて、いっぱいある機
き

能
のう

をいろいろな事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で分
わ

け合
あ

ってもらえて、誰
だれ

でも必要
ひつよう

な機能
きのう

を札幌
さっぽろ

市内
しない

のどこにいてもアクセス
あ く せ す

できるような体制
たいせい

を目指
め ざ

すべきもの

ではないかということで、何
なに

か施設
しせつ

としてあるというイメージ
い め ー じ

ではないのです。 

 その辺
へん

のところは、今後
こんご

の検討
けんとう

課題
かだい

にさせていただきたいと思
おも

います。 
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○杉
すぎ

田
た

委
い

員
いん

 前
ぜん

回
かい

も前
ぜん

々
ぜん

回
かい

も言
い

ったと思
おも

いますけれども、３－②の数値
すうち

の見込
み こ

みとか計画
けいかく

は、利用者数
りようしゃすう

だけではなくて、事業所数
じぎょうしょすう

とかヘルパー
へ る ぱ ー

の人数
にんずう

も並行
へいこう

して出
だ

さないと需要
じゅよう

と 供 給
きょうきゅう

がマッチ
ま っ ち

しているのかどうかわからないと思
おも

いま

す。これは過
か

去
こ

の伸
の

び率
りつ

で算
さん

出
しゅつ

したと先
さき

ほどおっしゃっていましたけれども、

単 純
たんじゅん

にそれだけで毎年
まいとし

やっていたら、 結 局
けっきょく

、指定
してい

の申請
しんせい

が出
で

てきたら、ま

た、誰
だれ

でもかれでも指定
してい

する 話
はなし

になりますし、数字
すうじ

の整合性
せいごうせい

が何
なに

も感
かん

じられ

ないです。 

 例
たと

えば、こっちの３－①で 入
にゅう

所
しょ

の２６０人
にん

が地域
ちいき

移行
いこう

を目指
め ざ

す。その方策
ほうさく

で、「重 度 障
じゅうどしょう

がいにある方
かた

に対応
たいおう

した訪問
ほうもん

系
けい

・日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

」

と書
か

いていますけれども、この２６０人
にん

に対
たい

してどれだけの訪
ほう

問
もん

系
けい

とか日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

系
けい

が必
ひつ

要
よう

なのかがリ
り

ン
ん

ク
く

しているように 全
まった

く思
おも

えなくて、単
たん

純
じゅん

に数
すう

字
じ

を積
つ

み上
あ

げただけのような気
き

がするのです。そういうやり方
かた

ではなくて、もう少
すこ

し計画的
けいかくてき

に事業所
じぎょうしょ

をふやしていくとか、ここは重 点 的
じゅうてんてき

にやっていくという計画
けいかく

にしないと意味
い み

がないのではないですか。 

 予算上
よさんじょう

の問題
もんだい

があるのであれば、これにトータル
と ー た る

で幾
いく

らぐらいかかるからこ

っちには幾
いく

らぐらいという数
すう

字
じ

の割
わ

り振
ふ

りになっていないのではないですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） そこは、前
まえ

の会
かい

議
ぎ

でもお話
はな

しした

と思
おも

いますけれども、指定
してい

の制限
せいげん

とかいろいろな 話
はなし

が確
たし

かに出
で

ていたと思
おも

い

ます。そこは、今
いま

、札幌市
さっぽろし

としては各事業所
かくじぎょうしょ

の質
しつ

の 向 上
こうじょう

を 研 修
けんしゅう

などで確保
かくほ

していくということで、制限
せいげん

というところまでは 考
かんが

えていないことはお話
はな

し

させていただいたと思
おも

います。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 制限
せいげん

の問題
もんだい

ではなくて、事業所
じぎょうしょ

の数
かず

をどういうふうに見込
み こ

んで

いくかとか、計画的
けいかくてき

につくっていくとか、利用者
りようしゃ

だけ伸
の

びて事業所数
じぎょうしょすう

がふえ

ないということは、ヘルパー
へ る ぱ ー

の事業所
じぎょうしょ

が困
こま

っている 状 態
じょうたい

を推測
すいそく

できるわけで

す。ましてや、ヘルパー
へ る ぱ ー

を募集
ぼしゅう

しても集
あつ

まらない中
なか

で利用者
りようしゃ

の人数
にんずう

だけどんど
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んふえて、例
たと

えば行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

だって使
つか

いたくても事
じ

業
ぎょう

所
しょ

が限
かぎ

られて使
つか

えない、

しかし、利
り

用
よう

者
しゃ

の数
かず

が伸
の

びていればそれだけヘ
へ

ル
る

パ
ぱ

ー
ー

が大
たい

変
へん

な思
おも

いをしている

ことになるわけです。そういう現実
げんじつ

を踏
ふ

まえて、事業所数
じぎょうしょすう

を計画的
けいかくてき

にふやし

ていく 働
はたら

きかけをするような計画
けいかく

にしないと、ただ、利用者
りようしゃ

の人数
にんずう

だけ伸
の

び

ていても意
い

味
み

がないと思
おも

います。計
けい

画
かく

になっていません。 

 ただ、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の人数
にんずう

をふやすといったら、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の数
かず

をふ

やさなければならないです。札幌市
さっぽろし

として、そのために何
なに

か事業所
じぎょうしょ

に 働
はたら

きか

けを 行
おこな

っているのかといったら、現
げん

実
じつ

に 行
おこな

っていなくて、法
ほう

人
じん

任
まか

せでやっ

ているだけであって、それは計
けい

画
かく

ではないでしょう。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

につきまして

は、今
いま

、札幌市
さっぽろし

としてもいろいろと施策
しさく

を検討
けんとう

しております。ただ、今
いま

ここで

何
なに

か記載
きさい

するという段
だん

階
かい

ではないということでご理
り

解
かい

いただければと思
おも

います。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 これだと、さっきから言
い

うように、需
じゅ

要
よう

と 供
きょう

給
きゅう

の伸
の

び率
りつ

がわか

らないのです。ただ利用
りよう

しただけのみといって、 提 供
ていきょう

する側
がわ

がふえません。

それは、すごく大変
たいへん

なことです。それ自体
じたい

が大
おお

きな課題
かだい

になるわけです。それ

がこの数値
すうち

目 標
もくひょう

だと見
み

えないのです。なぜ事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

の目
もく

標
ひょう

とか計
けい

画
かく

的
てき

に

つくっていくものを出
だ

さないのかと聞
き

いているのです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

をどうやって出
だ

すのか

は 難
むずか

しいところもあると思
おも

います。事
じ

業
ぎょう

所
しょ

も、定
てい

員
いん

も違
ちが

います。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 だから、そういうものを調
しら

べて計画
けいかく

するのが 行 政
ぎょうせい

の役割
やくわり

ではな

いですか。現在
げんざい

の事業所数
じぎょうしょすう

はわかっているわけですね。過去
か こ

からこの３年間
ねんかん

で

どれだけ事業所
じぎょうしょ

がふえて、定員
ていいん

がふえたかもわかりますね。それで、利用
りよう

人数
にんずう

がどれだけふえたかもわかりますね。そういう数値
すうち

データ
で ー た

をもっと出
だ

していく

べきではないですか。事業所
じぎょうしょ

を指定
してい

しているのは札幌市
さっぽろし

なわけですから、数字
すうじ

は把握
はあく

できるのではないですか。 
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○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） その辺
へん

は、今後
こんご

、評価
ひょうか

とか検討
けんとう

を

する際
さい

に、できれば出
だ

していきたいと思
おも

います。ただ、計画
けいかく

の中
なか

でそこまで記載
きさい

するのは 難
むずか

しいというか、記載
きさい

は 考
かんが

えていません。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 であれば、こうやって意見
いけん

交換
こうかん

をしても何
なん

の意味
い み

がないというこ

とですね。 

○重
しげ

泉
いずみ

委員
いいん

 これは前回
ぜんかい

も議論
ぎろん

になったのですけれども、この計画
けいかく

は、過去
か こ

の人数
にんずう

に応
おう

じて出
だ

していっているわけですから、要
よう

は箱
はこ

物
もの

の計
けい

画
かく

です。それ

と、最初
さいしょ

の計画
けいかく

の根拠
こんきょ

はノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

と書
か

いてありますが、これが

ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

のプラン
ぷ ら ん

なのかどうかは非常
ひじょう

に微妙
びみょう

です。しかも、２６

０人
にん

の地域
ちいき

移行
いこう

も、その人
ひと

たちがどうなったのかとかどういうところで困
こま

って

いるかの声
こえ

をとっているのかどうか。２６０人
にん

という 目 標
もくひょう

をただ地域
ちいき

生活
せいかつ

に

して終
お

わりではなくて、どういうところで困
こま

っているかをずっと追
お

っていくべ

きです。何
なん

十
じゅう

人
にん

出
だ

したら、その人
ひと

たちがどういう生活
せいかつ

をしているのか、どこ

で困
こま

るのか、モニタリング
も に た り ん ぐ

が必要
ひつよう

なのです。それで、こういう計画
けいかく

が必要
ひつよう

だ

となるのですけれども、ただこれだけを追
お

っていったら、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

がふえて

いるからふやしたほうがいいとなります。それは本当
ほんとう

にノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

なのか。ノーマライズ
の ー ま ら い ず

というのは、普通
ふつう

は訓練
くんれん

しないで 就 職
しゅうしょく

したほうがいい

のです。移行
いこう

に通
かよ

わなくてもいいし、 障
しょう

がいがあってもなくても 就
しゅう

職
しょく

がで

きる。資
し

格
かく

を取
と

るとか取
と

らないは別
べつ

の 話
はなし

ですが、よほどのことがない限
かぎ

り普通
ふつう

は訓練
くんれん

をしません。でも、そうはなっていません、ふやせばいい、何
なに

とかなる

だろうと。それは、本人
ほんにん

たちのニーズ
に ー ず

をつくっているので、多分
たぶん

、そこから議論
ぎろん

をしていかないと、これはノーマライズ
の ー ま ら い ず

の計画
けいかく

にならないのです。 

 足
た

りないところはいつまでも足
た

りません。使
つか

っていないから必
ひつ

要
よう

ないだろう、

ふやさなくていいではないかとなるわけです。それで、利用
りよう

できない、地域
ちいき

生活
せいかつ

できない、困
こま

るという図式
ずしき

になりますね。誰
だれ

を 対 象
たいしょう

にしているのか、 障
しょう

がい
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だって軽
かる

い人
ひと

から重
おも

い人
ひと

までいろいろあるし、困
こま

り度
ど

もそれぞれ違
ちが

うと思
おも

い

ます。 

 もう少
すこ

し計
けい

画
かく

の計
けい

画
かく

をしないと、杉
すぎ

田
た

委
い

員
いん

が言
い

うように、ここで話
はな

しても結
けっ

局
きょく

は箱
はこ

をつくればいいではないですかとなって、議
ぎ

論
ろん

なんかしなくてもいい

のです。ニーズ
に ー ず

がありますからつくってください、こういうところはふやせば

いいですよねとなります。 

 だから、事
じ

務
む

局
きょく

の方
かた

に 考
かんが

えてもらいたいのは、それをやるのだったら、や

はり何
なに

かの会
かい

を開
ひら

かなければだめです。それにはお金
かね

がかかります。我
われ

々
われ

委
い

員
いん

に毎
まい

回
かい

お金
かね

なんか出
だ

さなくたっていいです。自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

だってありますし、

そこと連携
れんけい

してやればいいだけの 話
はなし

です。 

 何
なに

をもとにこの根拠
こんきょ

の数字
すうじ

が出
で

てきたのか、さっぱりわからないです。１６

％
ぱーせんと

というのは国
くに

が言
い

っているけれども、本当
ほんとう

にそれだけ必要
ひつよう

なのかどうか。

事業所
じぎょうしょ

がどんどんふえるし、 研 修
けんしゅう

をやっても追
お

いつかないですよ。そこをき

ちんとやるのであれば、今
いま

すぐでなくていいので、この会
かい

議
ぎ

は定
てい

期
き

的
てき

に続
つづ

ける

ということで方
ほう

向
こう

性
せい

を示
しめ

していただきたいと思
おも

います。 

 せっかくお金
かね

を使
つか

って僕
ぼく

らの委
い

員
いん

報
ほう

酬
しゅう

を払
はら

ってやるのだったら、これで進
すす

むのだったらやめたほうがいいと思
おも

います。ただ意
い

見
けん

を聞
き

くだけだったら要
い

ら

ないです。少
すこ

し真
ま

面
じ

目
め

に 考
かんが

えていただきたいと思
おも

います。年
ねん

間
かん

に１回
かい

と言
い

わ

れても、多
た

分
ぶん

難
むずか

しいと思
おも

います。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それは、今後
こんご

の 話
はなし

ですね。 

○重
しげ

泉
いずみ

委
い

員
いん

 そうです。今後
こんご

の 話
はなし

です。だから、方向性
ほうこうせい

をきちんと示
しめ

して

いただけないと、この会
かい

は５回
かい

も時
じ

間
かん

をかけていただいて、せっかくこうやっ

てお 話
はなし

する機会
きかい

もいただいたので、もう少
すこ

し実
み

のあるものにするのであれば、

要 求
ようきゅう

として、今
こん

後
ご

、会
かい

議
ぎ

を１回
かい

ではなくて定
てい

期
き

的
てき

にやっていただきたいと思
おも

います。 
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 この計
けい

画
かく

のつくり方
かた

の根
こん

拠
きょ

を教
おし

えてください。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 重 泉
しげいずみ

委員
いいん

の意見
いけん

に賛成
さんせい

します。 

 私
わたくし

も、５回
かい

出
で

て、果
は

たしてこれでいいのかという気
き

持
も

ちが毎
まい

回
かい

ありました。

意見
いけん

を聞
き

くだけでいいのか、これが 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

としてちゃんと冊子
さっし

にな

っていいのだろうか、 私
わたくし

が言
い

う意
い

見
けん

もまとめてきているけれども、果
は

たして

これで本当
ほんとう

に札幌
さっぽろ

市民
しみん

の方
かた

に反映
はんえい

できるのか、とてもクエスチョンマーク
く え す ち ょ ん ま ー く

が

ついていました。ですから、こういう意見
いけん

交換会
こうかんかい

がもう少
すこ

し実
みの

りあるような方
ほう

向
こう

に行
い

くような会議
かいぎ

を続
つづ

けていただけたほうがいいかなという思
おも

いがあって、

今
こん

回
かい

来
き

ました。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 先
さき

ほども 表
ひょう

で説明
せつめい

させていただい

たかと思
おも

いますけれども、今後
こんご

のプラン
ぷ ら ん

をつくった後
あと

、どのような 進 捗
しんちょく

であ

るとか、今後
こんご

に向
む

けた長期的
ちょうきてき

な検討
けんとう

の機会
きかい

が必要
ひつよう

ではないかという意見
いけん

はい

ただいております。類似
るいじ

の機能
きのう

を要
よう

する会
かい

議
ぎ

もありますので、先
さき

ほども説明
せつめい

し

ましたが、設置根拠等々
せっちこんきょとうとう

も踏
ふ

まえながら類似
るいじ

のものと整理
せいり

しながら検討
けんとう

させて

いただきたいと思
おも

っています。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 資料
しりょう

３－②の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の１ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

目
め

と２ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

目
め

に、

障
しょう

がい児
じ

等
とう

療
りょう

育
いく

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

という同
おな

じものが二
ふた

つあります。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（山
やま

本
もと

就
しゅう

労
ろう

・相
そう

談
だん

支
し

援
えん

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

の山本
やまもと

です。 

 今
いま

まで、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

は、相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

という一
ひと

つのくくりの中
なか

で

療 育
りょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

というくくりだったのですけれども、今
いま

の要綱
ようこう

でいくと、それ

こそ別
べつ

つづりになっています。それで、２ページ
ぺ ー じ

に別
べつ

項目
こうもく

で 計 上
けいじょう

しました。

ただ、同
おな

じ中身
なかみ

ではあります。表記
ひょうき

の仕方
しかた

の問題
もんだい

もありますけれども、今
いま

まで

は相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の中
なか

のくくりでしたが、要 綱 上
ようこうじょう

、違
ちが

うつくりになったので分
わ

けています。書
か

いてあるのは同
おな

じものです。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 わかりました。 
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 それから、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

は、いろいろな事業
じぎょう

があります。ここに書
か

かれ

ていないものもあると思います。例
たと

えば、子
こ

どものところでは、障
しょう

がい児
じ

支援
しえん

等
とう

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

があります。それは、センター
せ ん た ー

とか事業所
じぎょうしょ

や地域
ちいき

を支援
しえん

する

事業
じぎょう

です。実際
じっさい

に札幌市
さっぽろし

でもたくさん事業所
じぎょうしょ

ができて、その事業所
じぎょうしょ

に対
たい

して

定期的
ていきてき

な 研 修
けんしゅう

などをしています。こういう新
あら

たな地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

なので、

なかなか 新
あたら

しい事
じ

業
ぎょう

は入
はい

りにくいとは思
おも

いますが、障
しょう

がい児
じ

等
とう

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

が実際
じっさい

に 行
おこな

われていて、札幌市
さっぽろし

では事業
じぎょう

としてはまだ上
あ

がっていないこ

とを新
あら

たにつけ加
くわ

えることは 難
むずか

しいのかなと思
おも

いました。地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

はたくさんあって、どれを選
せん

択
たく

するかは 難
むずか

しいと思
おも

います。 

 これは意
い

見
けん

です。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（洞
どう

野
の

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

担
たん

当
とう

係
かかり

長
ちょう

） 具体的
ぐたいてき

にやっていないというか、

なかなかやる予定
よてい

がないので、今
いま

の段階
だんかい

で入
い

れるのは 難
むずか

しいです。ただ、今
こん

後
ご

の検
けん

討
とう

の中
なか

で、もしそれをやることになれば、例
たと

えば途
と

中
ちゅう

から追
つい

加
か

設
せっ

定
てい

する

ことはあるかもしれません。現段階
げんだんかい

では 難
むずか

しいです。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 国
くに

の項目
こうもく

にはあるのですね。ただ、市町村
しちょうそん

がそれを選択
せんたく

するか

どうかですね。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） そうですね。 

○北
きた

川
がわ

委
い

員
いん

 実
じっ

際
さい

、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

でも 行
おこな

われていることなので、できればと思
おも

った

のです。 

 それから、重 泉
しげいずみ

委員
いいん

に質問
しつもん

したいのですが、プラン
ぷ ら ん

改定
かいてい

の中
なか

では結構
けっこう

みん

なで意見出
い け ん だ

しをしましたね。この数
すう

値
ち

のところを意
い

味
み

づけ、理
り

由
ゆう

づけを含
ふく

めて

もっと入
い

れたほうがいいという意
い

見
けん

ですね。 

○重
しげ

泉
いずみ

委
い

員
いん

 はい。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 それは、こっちはすごく幻滅
げんめつ

したけれども、例
たと

えば部署
ぶしょ

ごとに

関係者
かんけいしゃ

の皆
みな

さんがいらっしゃるので、もっと一緒
いっしょ

にやる時間
じかん

が欲
ほ

しいというこ
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とですか。 

○重
しげ

泉
いずみ

委員
いいん

 そうですね。これをこちらに反映
はんえい

するのであれば、こっちは理念
りねん

で、こっちは実論
じつろん

で、差
さ

が出
で

ています。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 わかりました。 

 自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の場
ば

でも、もう少
すこ

し言
い

っていけたらよかったですね。もう時
じ

間
かん

がないですよね。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 僕
ぼく

も、重 泉
しげいずみ

委員
いいん

や杉田
すぎた

委員
いいん

が言
い

っていたところはすごく 共
きょう

感
かん

し

ています。 

 さっきも同
おな

じようなことを言
い

っていたつもりですが、それを明確化
めいかくか

していく

のは、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

のほうが進
すす

んでいくことによって、数
すう

値
ち

のデ
で

ー
ー

タ
た

がさらに

詳
くわ

しくなっていくところなのだろうとずっと思
おも

っています。やはり、そこと本
ほん

当
とう

に合
あ

わせないと 全
まった

く意味
い み

がないと僕
ぼく

も思
おも

います。これからということでし

たけれども、いつやるのかということはすごく感
かん

じるので、それこそ、できる

ことなら今
こん

回
かい

から変
か

えるという意気込
い き ご

みでやっていかないと、せっかく自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

でいろいろな課題
かだい

を解決
かいけつ

していこうという活動
かつどう

をしているのです

が、どうしても進
すす

まないという 印 象
いんしょう

があります。そこら辺
へん

は何
なん

とかやってい

ただきたいと思
おも

います。 

 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の地域
ちいき

移行
いこう

の 話
はなし

ですが、北海道
ほっかいどう

の 話
はなし

を聞
き

くと、札幌市
さっぽろし

の施設
しせつ

で

入 所
にゅうしょ

していた人
ひと

が道内
どうない

の違
ちが

う施
し

設
せつ

に行
い

ったら地
ち

域
いき

移
い

行
こう

らしいのです。そうい

うことを聞
き

いたのです。札幌市
さっぽろし

ではないのでという意味合
い み あ

いらしいです。そこ

ら辺
へん

も 考
かんが

えると、ほかの施
し

設
せつ

に行
い

っていたら数
すう

値
ち

目
もく

標
ひょう

は余
あま

り意
い

味
み

がないと思
おも

います。それは地
ち

域
いき

移
い

行
こう

と呼
よ

ばないと思
おも

うので、その辺
へん

もちゃんとしっかり見
み

てほしいところです。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 時間
じかん

もかなりオーバー
お ー ば ー

しております

が、ほかにいかがでしょうか。 
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（「なし」と発
はつ

言
げん

する者
もの

あり） 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それでは、議
ぎ

題
だい

（３）以
い

外
がい

で、いか

がでしょうか。 

○重
しげ

泉
いずみ

委
い

員
いん

 精神科
せいしんか

の病 院
びょういん

の地域
ちいき

移行
いこう

の数
かず

もふえているのですけれども、前
まえ

に吉田委員
よしだいいん

が言
い

っていた精神科
せいしんか

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

の人
ひと

を 病 院
びょういん

にグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を

つくって地域
ちいき

移行
いこう

とするという制度
せいど

が国会
こっかい

で結構
けっこう

議論
ぎろん

されていると思
おも

いますが、

その数
すう

字
じ

も入
はい

るのですか。 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

）それもまだわかりません。まだ議論
ぎろん

の

段階
だんかい

で、そういったものが実際
じっさい

に制度
せいど

として成立
せいりつ

していない 状 況
じょうきょう

です。で

すから、この計画
けいかく

では見
み

ておりません。 

 

  ３．閉
へい

  会
かい

 

○事
じ

務
む

局
きょく

（長
は

谷
せ

川
がわ

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） それでは、予定
よてい

の時間
じかん

も過
す

ぎており

ますので、本日
ほんじつ

はこれにて 終 了
しゅうりょう

させていただきたいと思
おも

います。 

 今
こん

回
かい

は、皆
みな

さんに５回
かい

出
しゅっ

席
せき

いただきました。半年間
はんとしかん

にわたり本当
ほんとう

に熱心
ねっしん

に

議論
ぎろん

していただきまして、お礼
れい

を申
もう

し上
あ

げたいと思
おも

います。 

 こちらの会議
かいぎ

は、今回
こんかい

で 終 了
しゅうりょう

となります。 

 今後
こんご

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

でございますが、１１月
がつ

５日
か

に 障
しょう

がい者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

審
しん

議
ぎ

会
かい

を 行
おこな

いまして、その後
ご

、庁 内
ちょうない

会議
かいぎ

の調 整
ちょうせい

を図
はか

った上
うえ

で年内
ねんない

にプラン
ぷ ら ん

の素案
そあん

を議会
ぎかい

でご承 認
しょうにん

いただきまして、そして、来年
らいねん

１月
がつ

をめどにパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を実施
じっし

する予定
よてい

でございます。パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じっし

につきましては、広報
こうほう

さっぽろなどでもお知
し

らせしてまいりたいと 考
かんが

えております。 

 最後
さいご

になりますが、さっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

の改定版
かいていばん

は、３月
がつ

に策定
さくてい

いた

しまして、４月
がつ

からス
す

タ
た

ー
ー

ト
と

いたします。その後
ご

のチェック
ち ぇ っ く

体制
たいせい

を課題
かだい

として

いただきましたので、そういったことも検討
けんとう

してまいりながら、このプラン
ぷ ら ん

を
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初
はじ

めとして 障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

の推進
すいしん

につきまして、引
ひ

き続
つづ

き、ご 協
きょう

力
りょく

いただけ

れば 幸
さいわ

いでございます。 

 皆様
みなさま

、本当
ほんとう

に長
なが

い 間
あいだ

、どうもありがとうございました。お礼
れい

を申
もう

し上
あ

げま

す。 

                                  以
い

  

上
じょう

   


